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序

埼玉県北西部にある本庄市は、 古くは多数の古墳が造られた古墳時代の一 中心地として、

盛んな交流の舞台となった地であります。 本庄市内では、 現在600基を優に超える古墳を

数え上げることができ、 それらの古墳が、 旭・小島古墳群、 塚合古墳群、 東・西五十子古墳

群、 塚本山古墳群、 生野山古墳群、 長沖古墳群、 秋山古墳群などの多数の古墳群を形作って

います。 中世には、 武蔵七党の一つ児玉党の本拠地として知られ、 また五十子陣を核とする

政治的、 軍事的な要地となりました。 江戸時代には、 中山道本庄宿を中心に文物の交流の拠

点としてにぎわい、 以後養蚕と製糸の中心地として栄えました。 また、 『群書類従』を編ん

だ盲目の国学者塙保己一の生誕地としてもつとに知られるところです。

この度児玉郡市広域消防本部児玉分署が移転することとなり、 今回の調査範囲を含む士地

が移転先に選ばれました。 本報告書は、 その移転先である長沖占墳群久保地区E地点の調査

成果をまとめたものです。 本書の内容が示すように、 今回の調査では、 6基の円墳とより新

しい時期の士坑などを調査しました。 古墳は、 周溝のみが残る状態でしたが、 円筒埴輪だけ

でなく、 人物や馬などをかたどった形象埴輪などが出土しています。 長沖古墳群の調査とし

ては、 近年では最も広い範囲に及ぶ発掘調査でもあり、 今後長沖古墳群だけでなく、 本庄市

はもとより児玉郡市の古墳時代を考える上で、 重要な資料を得ることができました。

この親告書が、 埋蔵文化財に対する理解と郷土の歴史についての関心をより一層深めるた

めの資料として、 多くの方々にご活用頂ければ幸いに存じます。

末筆ながら、 発掘調査、 報告書の作成にあたって、 多大なる御協力を賜った児玉郡市広域

市町村圏組合をはじめ、 関係諸機関、 各位に対し、 心から御礼申し上げる次第です。

平成29年3月

本庄市教育委員会
教育長 勝 山 勉



例 言

1. 本報告書 は、埼玉県本庄市児玉町長沖字久保290番1 · 7 、291 番1 • 5 および293 番lに所

在する、 長沖古 墳群久保地区E 地点の発掘調査報告書 である。

2. 発掘調査は、 児玉郡市広域消防本部児玉分署庁舎建設に伴う事前の記録保 存を目的として、

平成2 8年 1 月12 日～ 同年2 月19日の期間に本庄市教育委員会が実施した。

3. 発掘調査の経費は、 児玉郡市広域市町村圏組合が負担した。

4. 発掘調査担当者は、本庄市教育委員会文化財保護課の太田博之と松本完があたり、現地 調査に

は株式会社測研文化財研究室の大塚昌彦が専従した。

5. 整理作業及び報告書 刊行にかかる業務は、株式会社測研に委託し、同社文化財研究室が実施した。

6. 本書 の執筆は、第1章を本庄市教育委員会文化財保護課が、第5章を株式会社パレオ ・ ラボ、

それ以外を大塚が行った。

7. 本書 掲載の遺構写真は大塚が、 遺物写真は石井克己が撮影した。

8. 本書 の編集 は、 大塚が行った。 図版編集 は松井誠治•石井なみ枝が行った。

遺物整理は、 石井なみ枝 ・ 黒田紀子が行った。

9. 自然科学分析（火山灰分析）は、 株式会社パレオ ・ ラボが行った。

10．本書 に掲載された出土遺物、 遺構・遺物の実測図ならびに写真等の資料は掲載以外の資料を含め、

本庄市教育委員会において管理 ・ 保管している。

11. 発掘調査 ・ 整理調査及び報告書 刊行に至るまで、 以下の方々からご協カ ・ ご指導をいただいた。

石井克己 大熊季広 坂本和 俊 菅谷浩之 鈴木徳雄 高橋 敦 麻林真人 田ロ一郎

橋本真紀夫 藤根 久 増田 修 矢作健二

12. 発掘調査及び整理 ・ 報告書 刊行に関する組織は、 以下のとおりである。

主体者 本庄市教育委員会 教 育 長 勝山 勉

事務局 事務局長 稲田 幸也

文化財保護課 課 長 川上 美恵（平成27年度）

杉原 初

課長補佐兼

埋蔵文化財係長 太田 博之

主 幹 恋河内昭彦

主 木旦 松本

主 禾旦 徳山 寿樹

主 任 的野 善行

主 事 栗原 秀太（平成27年度）



凡 例

1. 遺跡全体図におけるX·Y座標値は、 世界測地系に基づく。

2. 各遺構における方位は座標北を示す。

3. 遺構図の縮尺は、 各図に明示している。

4. 遺構断面図の水準値は海抜を示す。

5. 遺構名称は以下の略号で表記した部分がある。

SK … 土坑

6. 遺物の実測図は1 / 4を基本とし、 それ以外は各図に明示している。

7. 遺物観察表に示した色調は『新版標準土色帳』（財）日本色彩研究所監修(1987)を使用した。

8. 本書掲載の遺跡位憤図は、 本庄市役所発行1 /10,000「本庄市全図(2/3)」、 長沖古墳群古墳分

布図及び長沖古墳群久保地区E地点と周辺発掘調査個所は、 本庄市役所発行1 /2,500「本庄市

都市計画図」に加筆したものを用いた。

9. 国士地理院、 昭和24年の米軍による空中写真「USA-R511- No. 2写真番号 44」は、 本報告書作

成の目的で6月1日に申請し購入したものである。
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第1章 発掘調査に至る経緯

本庄市役所 児玉支所 の前にある児玉郡市広域消防本部児玉分署庁舎の移転先として、 本庄市児玉町

長沖字久保 290番1 · 7 、 291 番1 • 5 および 293 番1 の土地 が候補地 とされて以降、 同地 が埋蔵

文化財、 とくに長沖古墳群（県遺跡番号 ：54 - 300) の中心とも言える位置にあることから、 当教

育委員会と児玉郡市広域市町村圏組合との間で、 埋蔵文化財の取り扱いについで慎重な協議が進めら

れた。

因みに同事業予定地 に接する南側は、 昭和58年に都市計画道路環状1号 線建設に伴い旧児玉町教

育委員会による発掘調査が実施され（恋河内 1984)、西側の隣接地 は、店舗建設に伴う発掘調査が

実施されており（恋河内 2008)、 東側の近接地 でも住宅建設に伴う発掘調査が行われ（鈴木ほか

2007)、 いずれの地点でも古墳周堀が検出されている。 また、アメリカ軍が昭和 24年に撮影した航

空写真には、 同事業予定地 内全域に、墳丘の残存する古墳が群集 する様が明瞭に写っている。

消防本部の分署の性格上、相応な面積を要するとともに、緊急時に災害現場へ迅速に到着できる立

地 、 周辺環境などの理由から同地 が選定され、 建設計画が作成されるとともに、 平成 27年4月8日

付けで、 児玉郡市広域市町村圏組合（管理者：吉田信解）より、 同事業予定地 に関する「埋蔵文化財

の所在及び取扱いについて」 の照会文書 が、 当教育委員会に提出された。 照会文書 を受け、 平成 27

年6 月10 � 1 2· 15 日には、当教育委員会により試掘調査が実施された。 試掘調査の結果、古墳周堀、

土坑 などの遺構が確認され、 同事業予定地 のほぼ全面にわたって古墳が展開することが改めて確認さ

れた。

試掘調査の結果に華づき、 平成 27年6 月 29 日付け本教文第 29号 により「埋蔵文化財の所在及

び取扱いについて」 の回答を行い、 協議のあった事業予定地 には、 埋蔵文化財が所在すること、やむ

を得ず現状変更する場合には、 文化財保護法第94 条第1 項により「埋蔵文化財発掘の通知」を埼玉

県教育委員会宛てに提出することなどを、 児玉郡市広域市町村圏組合に通知した。

試掘調査で得られだ情報から、 改めて児玉郡市広域市町村圏組合との協議が重ねられ、 児玉分署庁

舎の建屋部分と周辺諸施設および擁壁部分に関しては、 建屋の堅牢性などの点で掘削深度を浅くする

ことは困難であり、やむを得ず事前に発掘調査を行い、 記録保 存の措置を講じる必要があることで合

意した。 また、 長沖古墳群は埼玉県選定璽要遺跡であるため、埼玉県教育委員会とも、 同事業予定地

の埋蔵文化財の取り扱いについて協議したが、 同様の結論に達した。

（本庄市教育委員会文化財保護課）

第1図 長沖古墳群のスケッチ（明治18年『東京人類學曾雑誌』よリ，2枚の図版を合成）
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第2章 遺跡の立地と環境
本庄市は埼玉県の北西部に位置している。

長沖古墳群は、 埼玉県本庄市児玉町長沖に所在する。

児玉町の町中心部JR八裔線児玉駅から、 約800m南西方向で長沖古墳群の北東端に位置する30

号墳、 3 1号墳に到達する。

その所在は、 明治2 8年に発行された烏居龍蔵氏らの「秩父地 方に於ける人類學的旅行」（阿部他

1895) の中に、 考古学的所 見を述べている。 「児玉郡児玉町より、 三四町も大宮の方に行きたる所 に

て左側の林中に小高き塚らしきもの汀[t慮彼虐に幣しく 存在するを認めぬ。 ・ ・ •この場所 は古来百

塚と梱する所 にして。 塚の数は賓に百以上 も有らん。 」 というようにおびただしい古墳の土鰻頭が確

認されていたのである。 （第 1図）

本庄市の地 形は、 利根川右岸に広がる低地 （妻沼低地 ）と市街地 のある台地 とその南方に連なる山

地 （上 武山地 ）とに明瞭に大別される。 長沖古墳群は、 北側の本庄台地 の中に上 武山地 から児玉丘陵

が北東方向に長く伸びており、 その丘陵上 から台地 に移行した地 形に位置している。

長沖古墳群は、本庄市児玉町高柳から同長沖にかけての丘陵端部とそこから連続する台地 上 亜びに、

小山川に形成された河岸段丘上の南斜面にかけて立地 している。

長沖古墳群の東西に延びた丘陵地 形は、 北側に東流する女堀川と南側に東流する小山川により、 外

形を画された形となっている。

点地E
 

区地保久

ニロ ロ・
山地 凹地 丘陵 台地 低地 河11|•糊沼 ゜ 20km 

第2図 埼玉県の地形図
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第3章 長沖古墳群の概要と久保地区E地点周辺
長沖古墳群は、 古墳時代中期から終末期にかけて形成された埼玉県内最大規模の群集墳である。

小山川は北東方向に流下し、 同左岸の丘陵から台地 面にかけて長沖古 墳群は分布している。 その範

囲は東西1,700m、 南北500mに分布している。

前方後円墳5購、帆立貝形古 墳1基、円墳2 02晶の合計2 08基が平成28年現在で確認されている。

第3図 長沖古墳群久保地区位置図
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この古 墳群も開発が進み古 墳の多くが消滅している。 古 墳群の規模は、 現在確認されたのが2 08

基で、 削平された古 墳などの数はそれと同数位と考えられ、 400基位の規模を推定する。

この古 墳群は、南北に貫く谷間を旧児玉 ・ 金沢 ・ 秩父線 県道76号（現44号 主要地 方道秩父児玉線）

が通り、 大きく2 分している。 西側を高柳支群、 東側を長沖支群とよんでいる。

高柳支群の古 墳群は、 東西方向に伸びる小規模な谷があり、 大きく3 つの支群に分かれる。 現在確

認されている古 墳は、北側は円墳24基、中間は前方後円墳1基、 円墳 17晶、南側は円墳22基である。

長沖支群の古 墳群の北西端に位置する66号墳は第7次調査の発掘成果から、66号墳の東側が東

西方向の埋没谷となっており、 北側にある谷部へと繋がっているものと考えられ南北方向の小さな支

群を形成している。

長沖古 墳群久保地区E 地点周辺の状況を見てみたい。

昭和58年(1983) に都市計画道路環状1号 線建設に伴い、 開発事前の発掘調査を児宝町教育委

員会が長沖古 墳群第7次調査（長沖古 墳群久保地区A地点）として実施している。

発掘調査の結果は、 4基の古 墳(158 • 159 • 160 · 66号 墳）、 古 墳時代前期（五領式）の竪穴式

住居跡3軒、縄文時代前期（諸磯式）土壊2基の他 、 縄文時代前期（黒浜式）～中期（加曽利E式）

の埋没谷が発見されている。 正式な発掘調査報告書 は未刊である。 なお、第7次調査は埼玉考古 学会・

埼玉県遺跡調査会 ・埼玉県教育委員会で開催された第17回遺跡発掘調査報告会発表要旨による内容

である。 （恋河内1984)

平成7年(1995) ～平成8年(1996 ) にかけて県道秩父 ・ 児玉線の東側拡幅工事に伴って、 埼玉

県埋蔵文化財調査事業団が交差点「金屋南」の南東コ ー ナ一 部D区、 北東コ ー ナー から北側にかけて

E区、 他 3 か所 を調査している。 176 • 177号墳の2基が調査され『長沖古 墳群』(1999) として刊

行している。

c区は176号墳（旧村後3号墳）1埜の発掘調査で周溝幅2~3m、 深さ23cmで弧状の溝を確認

するが、 遺物は何もなかった。 ただ、 周溝内から旧石器時代のナイフ形石器1点の出土があった。

D区は「金屋南」交差点の南東部であるが古 墳時代前期の竪穴住居跡が2軒出士している。

E区は「金屋両」交差点の北東部で古 墳時代前期の竪穴住居跡が3軒出土している。

久保地区B地点は住宅建設事前の発掘調査で、 61号墳南周溝の一 部調査を児玉町遺跡調査会が平

成2年度に実施している。

久保地区C地点は店舗建設事前の発掘調査で、 190• 191 · 192号墳周溝の部分調査を児玉町遺跡

調査会が平成17年度に実施している。 192号墳からは、 円筒埴輪 ・ 形象植輪（闘 ・ 較 ・ 大刀形など）

が出土している。

久保地区D 地点は店舗建設事前の発掘調査で66号墳の周溝、 古 墳時代前期の竪穴住居跡が2軒出

上している。 その他 、 旧石器時代の旧石器の破片の出士があった。

久保地区E 地点は、 児玉郡市広域消防本部児玉分署庁舎建設工事の事前発掘調査である。

長沖古 墳群の発掘調査変遷を紹介したい。 （第1 表）

昭和51年に児玉町教育委員会が主体となり、 1 • 2 · 3号墳の3基を第1次発掘調査として実施し

たのを皮切りに、 昭和58年に第7次発掘調査が実施された。 平成2 8年現在、 本庄市教育委員会が主

体となった今 回調査した久保地区E 地点に至るまで、 これまでに多くの調査地点の実績が認められる。

このことから長沖古 墳群の調査を理解するため一覧表とした。
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第4図 長沖古墳群古墳分布図(2016年現在）
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第1表 長沖古墳群の調査の概要

小字 調査年 調査内容（古墳）
調査機関

報告書名 刊行 号数
刊行機関

I 1次 賀家ノ上 昭和51年2月 ～ 3月 1 ・ 2·3号墳 児玉町教育委員会 長沖古墳群 1980 第1集

I 2次 賀 家 ノ 上
昭和51年6月 ～ 10月

8·9·10·11 ・ 12·14·15 · 
児玉町教育委員会 長沖古墳群 1980 第1集

金屋南 16号墳

I 3次
南 昭和52年6月 ～ 10月 22·23·24·25·26号墳 児玉町教育委員会 長沖古墳群 1980 第1集
御沢

I 4次
江ノ浜

昭和53年7月 ～ 11月 21 ・ 27·28·29号墳 児玉町教育委員会 長沖古墳群 1980 第1集
賀家ノ上

I 5次
御沢 昭和54年7月 ～ 10月 25·28号墳 児玉町教育委員会 長沖古墳群 1980 第1集
賀家ノ上

II A区 道上
平成7年12月

177号墳（道上1号墳）
埼玉県埋蔵文化財

長沖古墳群 1999 第234集
~8年5月 調査事業団

II B区 梅原
平成7年12月 埼玉県埋蔵文化財

長沖古墳群 1999 第234集
~8年5月 調査事業団

II c区 村後
平成7年12月

176号墳（村後3号墳）
埼玉県埋蔵文化財

長沖古墳群 1999 第234集
~8年5月 調査事業団

rr D区 久保
平成7年12月 埼玉県埋蔵文化財

長沖古墳群 1999 第234集
~8年5月 調査事業団

II E区 久保
平成7年12月 埼玉県埋蔵文化財

長沖古墳群 1999 第234集
~8年5月 調査事業団

m 村後A 平成6年7月 ～ 9月 71 ·72· 169 ・ 170号墳 児玉町教育委員会 長沖古墳群III 2002 第36集

m 飯玉c 平成8年7月 ～ 8月 48号墳 児玉町教育委員会 長沖古墳群III 2002 第36集

m 飯玉D 平成10年11月 49号墳 児玉町教育委員会 長沖古墳群llI 2002 第36集

w 賀家ノ上 平成11年8月 ～ 10月 42号墳 児玉町教育委員会 長沖古墳群N 2002 第37集

V 飯玉E
平成15年11月

188号墳 児玉町教育委員会 長沖古墳群v 2004 第38集
~16年1月

VI 御沢 平成15年7月 ～ 10月 32号墳
児玉町教育委員会

長沖古墳群VI 2006 第2集
本庄市教育委員会

VlI 久保B 平成2年4月 ～ 7月 61号墳
児玉町遺跡調査会

長沖古墳群VlI 2007 第14集
本庄市遺跡調査会

VIII 久保c 平成17年9月 ～ 11月 190· 191 ・ 192号墳
児玉町遺跡調査会

長沖古墳群Vl[ 2008 第21集
本庄市遺跡調査会

lX 
賀 家 ノ 上

平成6年10月 ～ 12月 172·173·30号墳 児玉町教育委員会
長沖古墳群1X 2011 第24集

中之道B 本庄市教育委員会

X 飯玉B 平成3年11月 ～ 12月
児玉町遺跡調査会

長沖古墳群X 2011 第41集
本庄市遺跡調査会

XI 金屋南
平成17年4月

14·15·40号墳 児玉町教育委員会
長沖古墳群XI 2012 第27集

~ 18年1月 本庄市教育委員会

XI[ 賀家ノ上 平成23年7月 202号墳 本庄市教育委員会 長沖古墳群XII 2014 第36集

Xlll 賀家ノ上
平成21年9月 194· 195· 196· 197· 

本庄市教育委員会 長沖古墳群XIII 2014 第39集
~23年6月 201号墳

XIV 久保D 平成26年5月 ～ 6月 66号墳 本庄市教育委員会 長沖古墳群XIV 2014 第42集

XV 長沖 平成25年4月 ～ 8月 203号墳 本庄市教育委員会 長沖古墳群XV 2015 第43集

XVI 久保E 平成28年1月 ～ 2月
62·192·205·206·207 · 

本庄市教育委員会 長沖古墳群XVI 2017 第50集
208号墳

※ 村後林 昭和48年
79号墳墳丘測量 埼玉県立本庄高等学校 いぶき 1975 8·9合併号

（十兵衛塚古墳） 考古学部

※ 倉林東 平成2年 157号墳
埼玉県教育委員会 埼玉県古墳詳細分布 1994 
さきたま資料館 調査報告書

※ 6次 南 ・ 久保
4·5·6·7·13·20·17· 

児玉町教育委員会 未刊18·19号墳

7次 久保A 昭和58年5月 ～ 9月 66· 158· 159 ・ 160号墳 児玉町教育委員会 未刊
※ 恋河内昭彦1984「長沖古墳群の第7次調査」『第17回遺跡発掘調査報告会発表要旨』

埼玉考古学会 埼玉県遺跡調査会 埼玉県教育委員会
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第5図 長沖古墳群久保地区E地点と周辺発掘調査個所・古墳分布図
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第4 章 検出 さ れた遺構 ・ 遺物
検出さ れた遺構は、 古墳時代 の占墳6基(62 · 192 · 2 05 · 2 06 · 2 07 · 2 08号墳）の 他 、皿 状遺

構 1基、土坑 l拮 、 弧状遺構l基、その他 時期不 明 の土坑 27基、 近世 ・近現代 として古墳の墳丘の

裾 野 を削 り込 んで土地 の有効利用 している根切り溝などがある。

出土遺物としては、 古墳から出土した円筒埴輪をはじ め人物賄輪・馬 形埴輪・器材 埴輪、土師 器坪 ・

甕 、須恵 器甕 などの出土があった。

縄文時代 は、縄文時代土坑 1基、縄文早 期上器、 前期植物繊維 含有土器 ・前期後半 諸磯式上器 ・中

期土器の 出士があった。 石器は、打製石斧 などの出士があった。

旧石器 時代 は、 久保地区D 地点で確認した石器の出土した地層 と同じ 地層 、 関東ロ ー ム層 の姶良

T n 火山 灰( AT 層 ）下層 まで調査したが、 石器を確認することはできなかった。

その他 、 近現代 の土坑 が古墳周溝内部と根切り溝との間に多く検出された。

第 1 節 古墳時代
古墳時代 は、墳丘の残る62号墳をはじ め 192号墳 ・2 05号墳 ・2 06号墳 ・2 07号墳 ・2 08号墳

の計6 古墳の調査と皿 状遺構の 存在、 士坑 ． 弧状遺構を次に報告する。

0 62 号墳 （第8~ 12 図 図版4 - 1 ~ 8•13 第3 表）

62号墳は、B•C- 8 · 9 グリ ッ ド に墳丘が残る古墳である。 残存規模は、南北16 m 、東西 11 m 、

高さ3.2 m である。

北西コ ー ナー と北側を擁壁工事で破損 する幅2 m のト レン チ 調査（北ト レ ンチ ）を実施する。

根切り溝を確認することができた。 この根切り溝は、主軸 がN -35° - E とN -40° - W の溝がほ

ぼ直角 に掘られている。 溝は幅2 m 、断 面形「逆 台形状」 で現状の墳丘の裾 より内部にある。 古墳

の構築面 が具 体的に認められた2 個 所 がある。 旧地 表面黒色 士の上 に暗褐色 士層 が認められ、ロ ー ム

ブロ ッ ク が斑 状に混入 しており、 これは盛 り土である。

旧地表及 び古 墳構築崖盤 の標高は113. 8 m �  114. 05 m である。

畑 作により出た石を、墳丘部に寄せ集 めていたことで墳丘は残されている。

なお、 この墳丘には横穴式石室が残されているものと考える。

また、 調査区北西部に性格 の不 明 な窪 地 が所在するが、 この個 所 は2 つの溝が掘られており、東西

方向の溝が2 つ南北に接して所在している。 周溝内の覆土に浅間B軽 石層 の堆 積が認められる。

調査最終日に確認調査を行ったところ 62号墳の南東周溝であることが判 明 した。

西側隣 接地 の 久保地区C地点にこの遺構の続きが確認されている。

南東部 の周溝と認識 されたが、その大きさは直 線で長さ 15 m 、 幅 5. 5 m 、深 さ 80cmの弧状の溝

となっている。 但 し、2 つの溝が検出されており、 南側の溝は確認長2. 5 m 、 幅 3 m 、深 さ 80cmで

あり、62号墳に伴うものか別遺構であるかは不 明 である。

62号墳の墳丘規模は、直径約25 m の円墳で周溝外側の立ち 上 がりまでの半径 はおよそ 18 m であ

り、直径 36 m を測る規模の古墳であることがわかった。 また、 古墳周溝は基底 部が一定しない南側・

東側にブリ ッ ジ 状の浅い個 所 が 存在している。
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第9 図 62 号墳南西部周溝平面図及び断面実測図
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62号墳
1 表土 ： 浅間 A 軽石を多く含む。
2 暗褐色土層 ： ロ ーム粒・ブロックを斑状に含む墳丘盛り土層、

締り粘性あり。
3 黒色士層 ： 黒色土の上面が古墳構築時の 旧地面。
4 明褐色土層 ： 厚さ45cmと厚い地面。 締 り あ り 。
5 黄褐色土層 ： ロ ーム漸移層。

※ 3 • 4 • 5層は墳丘の残っている個所でない と残されてい
ない土層。 畑地では 旧表土と一緒に耕しており、 これら
の地層 は なく なっている。

第10 図 62 号墳全体図 （前回調査部分含む）
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第11図 62 号墳出土遺物実測図・拓影図 (1)
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第 1 2図 62 号墳出土遺物実測図 ・拓影図 (2)

出士士器（第11 図 図版 13)

1 · 2 は須恵器甕 である。 1 は頸部 破片で頸部径 は 16. 0cmである。 外面頸部 下には櫛 によるカキ

目があり、頸部 上はヘ ラ による横 ナデ が施され、 内面には同心円 のあて目がある。 2 は胴部 破片で、

外面が縄目のタ タ キ 目、 内面は同心円 のあて目がある。 自然釉 が認められた。 1 • 2 は別個 体である。

3 は上師 器坪 小破片で推定実測したものである。 口径 は9. 8cm、 器高は2. 5cmである。

出士埴輪（第12 図 図版13 第3 表）

形象 埴輪と円筒埴輪の出士があった。

l~ 9 は形象 埴輪である。 1~3 は馬 形埴輪の破片である。 1 · 2 は馬 の飾 り鈴 と考えられる。 3

は革帯部 分を表したもので飾 り鈴 の剥落痕 も確認できた。 4 は円筒型 器台の上に2 本の突帯 があり、

上段突帯部 から湾曲 する台上部 に大きく剥落痕 があり、人物埴輪の足部 が剥落 したものと考えられる。

5 は人物埴輪の服裾部 と考えられる。 6~9 は器種不 明 。 7 は突帯 が断面三角 凸帯 にな っている。 9

は外面赤色塗彩 されている。

10~16 は円筒埴輪である。 10 は突帯断 面は台形である。 16 は円筒埴輪底部 で底径 11. 0cmである。

0 1 92 号墳 （第13 � 16 図 図版4- 1 · 5 - 1 � 8 · 9 - 2 • 13 · 14 第4 表）

192号墳は、 円墳で北東部 周溝の調査でD . E - 4~7 グリ ッ ド に位置する。

直線で約26. 5mの長さの周溝を確認する。 古 墳規模は、西側に隣接する久保地区C地点調査のデー
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第 1 3 図

い ジ ダ
1 92 号墳平面図及び断面実測図 ( C 地点調査区合成図）
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B L=1 1 450m 」り

C L= l 1 4.50m 立

1 92号墳
l 暗褐色土層 ： 浅間 A 軽石を多く含む。
2 黒褐色土層 ： 黒色土を主体と し、 締り 粘性あ り 。
3 黒色土層 ： 漆黒土であ り 、 締り粘性強し。
4 浅間 B 軽石層 ： 厚さ 5 cm程の純堆積層。
5 黒色土層 ： 漆黒であ り 、 締り粘性強し。
6 黄褐色士層 ： ロ ーム粒子を多量に含む。

a L� l 1 4.50m ． 互

□: ; 
浅間 B 軽石 ゜ 1: 60 2m 

第 1 4図 1 92 号墳周溝土層 断面実測図

タ と繋げ てみると古 墳周溝外径 で直径 50mの古 墳となる。 本墳は調査時には平坦 に削平されていた。

昭和24年の米軍の撮影した航空写真には、墳丘が残っていることが確認でき、それ以後の開墾 で

墳丘がなくなっている。

今 回の調査部は、周溝内にある深穴部分であることがわかり、深穴西端が確認され、周溝は幅 5m、

深さ 80cmである。 周溝西端は、 深穴端から 1.4m間は幅2.3m深さ 10cm程 の浅い周溝でC地点の幅

9m、 深さ30cmの幅広い周 溝の東側端を確認している。 古 墳北東部周溝は2 07号墳を避 けるように

北東部がC地点調査区を含めて直線で32m。 部分的に円 から最大 5mも窪 んだ状態 である。 このこ

とから2 07号墳が築造 された後に 192号墳が築造 された可能性 がある。

192号墳の周溝覆 士最下層 士壌 の科学分析で榛名 山火山灰の成分が確認された。 この火山灰の降

下時期はウイ グルマ ッ チ ン グ法により、 実年代491 � 500年の5世紀末が与 えられて いるため、本

墳は5 世紀末以前の築造 である。

周溝深穴の床 から30cm上に浅間B軽 石層 の降 下堆 積が 5cm認められる。

浅間B軽 石層 を挟 んで上下の層 で円筒植輪片の出士 があった。 浅間B軽 石層 の降 下年は、天仁元年

(1108) であり古 墳墳丘の周溝への崩壊 、 流入 は非常 に長い時間（古 墳築造 が490年代として浅間

B軽 石層 が1108年で600年以上）が経過 していることの一 つの現象 である。

出士遺物（第15 図 図版13 · 14 第4 表）

192号墳は、西側隣接地 （『長沖古 墳群VllI 』 2 008) において周溝調査部他 から（第16 図40) の埴

輪群の出土がある。 この埴輪は蒻 形埴輪であり、他 に較 形埴輪・ 大刀形埴輪・ 円筒埴輪の出土があった。

今 回の出土遺物は、 埴輪片 ・ 鉄製品 だけである。 埴輪は、 形象 埴輪と円筒埴輪の出土があった。

l ~ 9 は形象 埴輪である。 1~3 は蒻 形埴輪である。 1 は蒻 形の上端部、 2 は同筒型 に鰭 状に貼

り付けたもので剥落 している。 3 は磐 形でヘ ラ 状工具 による直 線の線刻 が2 段に描 かれている。 直
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第15図 192 号墳出土遺物実測図・拓影図
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線文が縦 方向にラ ン ダム に刻 まれている。 4 • 5 は器種不 明 である。 4 は四角 い透 かし孔 を穿 ってい

る。 5 はひ ご状工具 により数ミ リ毎 に刺突 し、その部分をくりぬき穿 っている。

6 · 7 は同一個 体で器財埴輪の円筒台部で、6 は直径 4cmの小透 かし孔 が穿 たれている。

10~35 は円筒埴輪である。 10 は、上 下別 々の個 体を図上復元 実測したものである。 口径 19. 8cm、

現高29. 5cmである。 突帯 2 段の突帯断 面台形、 平面形が円 形の透 かし孔 が上 下2 段の凸帯 の間に 存

在している。 透 かし孔 は縦 6. 8cm、横 7. 0cmである。 外面は縦ハケ 目 であり、 内面上 部は斜めハ ケ 目 、

下半 は斜めヘ ラ ナデ 調 整、 中央 部は斜めハケ 目 調 整後、ヘ ラ ナデ 調 整である。 口縁 部横 ナデ 。

第16 図は久保地区C地点の 192号墳出士埴輪である。

40 は蒻 形埴輪の円筒基部を欠損 し、蒻 部は復元 実測されたものである。 今 回 の調査でも蒻 形瑞輪

と考え られる埴輪が出士している。 また、 器財埴輪の基部円筒が確認されている。

I 
0 20cm 

第 1 6図 1 92 号墳出土蒻形 埴輪実測図 ( C 地点調査分 『長沖古墳群V|| | 』 2008)

0 205 号墳 （第17~2 0 図 図版6 - 1 � 8 · 7 - 1 � 8 · 8 - 2 · 14 第5 表）

2 05号墳は西lmで2 06号墳が、西 15mで2 07号墳、 北西 15mで61号墳が隣接するA~D -

1 ~ 3 グリ ッ ド に位置している。

2 05号墳は円墳で調査時では平坦 に削平されている。 昭和24年の米軍の撮影した航空写真には盛

土が残っていることが確認でき、それ以後の開墾 で墳丘は消滅している。 調査は古 墳西側半 分で、墳

丘規模 は直径約22. 5m、 周溝外径 は約30. 5mを測る。

根切り溝が古 墳周溝の内側に直径約18mで堀幅 0.6 � 1.6 m、 深さ30 � 40cmを測る。 古 墳周溝

と開墾 による根切り溝により生じた余剰 地 を土坑 群として使用 しているのが古 墳南側で顕著 である。

周溝は全周するものではなく、 南側で無 くなり開口 している馬蹄 形状である。

西側周溝は、直 線で約29. 5mが確認されている。 周溝の掘削は3 つのエ区がある。 南区の 18m 

は周溝幅が 1. 7~ 3. 5mで深さも 30cmと浅く、 周溝底 は平らである。 中区は長さ6. 5mで幅 3. 8m 

であり、 北 ・南区に比べ2 0cm位深くなっている。 さらに、 周溝の中には楕 円 形の土坑 状の大きさの

- 16 -
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第17 図

205号墳周溝
表土は灰褐色土層で全体に砂質土である。 この砂質は浅間 B 軽石である。
1 黒色土 ： 漆黒に近い。 粘性あ り。
2 暗褐色士層 ： ロ ーム粒子を含む。 粘性あ り。
3 暗黄褐色土層 ： ロームブロ ック ¢ 3~5cmのブロッ クで斑状に含有している。

人為的な埋め戻し土である。

205 号墳平面図及び断面実測図
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205 号墳周溝掘 り 方実測図

長軸 4. 0m、短軸 3. 1m、 深さ 0. 7mの周溝深穴が 存在している。 （第19 図）北区は長さ 11. 5m、

幅 5.6m、 深さ30cmと常 に浅い皿 状の堀となっている。 周溝は南側が狭 く、 北側が幅広である。

周溝中区の士坑 状の深穴がB- 3 グリ ッ ド に位置している。 こ の穴部分の覆 土にのみ浅間B軽 石が

8cmの厚 さで降 下堆 積し、 火山灰と軽 石層 のユニ ッ ト が確認できる。

浅間B軽 石は天仁元年(1108) の浅間山の噴 火による、降 下堆 積物である。

なお、 こ の周溝底 面は掘りすぎ た面をロ ー ム混じりの黄褐色 土層 で埋 め戻 した貼 り床 であり、その

下には掘り方が 存在する。 5~10cmの厚 さで、貼 り床 され部分的には穴状に荒 掘りされた個 所 があり、

暗褐色 土にロ ー ム ブロ ッ ク 0 2~5cmが斑 状になる形で埋 め戻 している。 （第18 図）

出士遺物は、 周溝中区の深穴の上 部からの植輪と古 墳内の尚東部調査区の石集 積穴には円筒埴輪の

他 、 形象 埴輪の破片の出土があった。

- 18 -
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第 1 9図

205号墳周溝
1 黒色上層 ： 黒色土を主に締り ・ 粘性あ り 。
2 灰白色砂層 ： 浅間 B 軽石の降下堆積層、 最大 8 cmの

厚みで下半が軽石層 ・ 上半がシルト層。
3 黒色土層 ： 漆黒土で締り ・ 粘性あ り 。
4 暗茶褐色土層 ： ロ ーム粒子 ・ 少量の ローム塊を含む。

締り ・ 粘性あ り。
浅間 B 軽石 5 暗褐色土層 ： ロ ーム粒を多量に含む。 締 り ・ 粘性あ り 。

205 号墳周 溝深穴平面図及び断面実測図

また、 周溝深穴部覆 士堆 積層 で浅間B軽 石層 が降 下堆 積した後 、黒色 土が約2 0cm強堆 積した中に

円筒埴輪 が墳丘側からの流れ込み によって出土している。

出土遺物 （第2 0 図 図版 14 第5 表）

1 · 2 は人物植輪片である。 1 は人物頭部髪 形の美豆良 （みずら）で剥落 したものである。 2 は人

物の首飾 りにつ いていた勾玉片である。

3~ 8 は馬 形埴輪で3 は手綱片、 4 は腰 部の帯 で鈴 が剥落 した跡がある。 5 は馬 形埴輪の胴 下半 か

ら足 の付 け根 部位である。

9 • 10 は動物埴輪の足 部分である。 11 は小円 形透 かし穴がある小破片で器種 ・部位不 明 。

13 · 14 は器面に斜め線刻 が施されており、盾 ・較 形埴輪の破片と考える。

15~ 18 は形象 台部で 15 は円筒器台の頂 部部分 の剥落 したものである。 16 は平らな器面であり、

大型 器台あるは家 形埴輪片と考える。

19~33 は円筒埴輪である。 19 は口径 2 0cm、 残存高 15cmを測る。 2 0 は口縁 部片、21~25 は突

帯 のあるもので21 · 24 • 26 は円 形透 かし孔 、23 は直線をもつ透 かし孔 が認められる。
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0 206 号墳 （第21~ 23 図 図版6 - 1 � 2 · 8 - 1 � 8 · 12 - 2 8  • 15) 

2 06 号墳は東lmで2 05号墳、西4mで2 07号墳が隣接するA~C- 3~ 5 グリ ッ ド に位置する。

2 06 号墳は円墳であるが、 昭和24 年の米軍の撮影した航空写真ではすでに墳丘がすべて取り除 か

れ削平さ れた状態 であった。 墳丘規模は9.4 m、 周溝外縁 の直径 は13. 8mを測る。 た だ し、現状で

は南側の 周溝は途 中で無 くなり開□ しており、 周溝が全周していない。

北側周 溝部と南側半 分の部分的発掘調査である。 東周溝は、 幅 1.6mで長さ 5. 5m確 認され、断 面
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206号墳
1 暗褐色土層
2 黄褐色土層
3 暗褐色土層
4 黒褐色土層
5 暗黄褐色土層

： ロ ーム粒子を含む。 倒木による縦の層が見られる。
： ロ ーム粒子 ・ ブロ ックを多量に含む。 倒木に よ る ロ ーム層の持ち上げ。
： 表土と 同様な土層でローム粒子を表土よ り 多 く含む。
： 黒色土層を中心にローム粒子を含む。
： ロ ームブロ ック r/J 5 cmを斑状に含む。 ロ ーム粒子を多量に含む。 貼 り 床。
人為的な埋め戻し土である。

第 2 1 図 206 号墳平面図及び断面実測図

゜ 1 : 1 00 4m 
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206号墳北周溝
表士
l 黒色土層
2 軽石層 ： 浅間 B 軽石純堆積層。
3 黒色土層 ： ロ ーム粒子 cp l mmを含み粘性あ り 。
4 暗褐色士層 ： ローム粒 ¢ l ~5mmを多量に含む。

浅間 B 軽石 ゜ 1 : 1 00 4m 

5 黄色土層 ： ロ ームブロ ッ ク の 3cm、 ローム粒を多量に混入する。
6 暗黄褐色土層 ： ロ ーム粒子を多く含む。
7 黒色土層 ： ロ ーム粒子を含む。
8 黄褐色土層 ： ロームブロ ッ クを含む。

第 22図 206 号墳周溝土層 断面実測図

ー
門
日
日
日
月
り ゜ 〗`1 : 4  1 0cm 第 23図 206 号墳出土遺物実測図 ・拓影図

は「皿」 状で深 さは30cmである。

西側周 溝内側において円 形の平面が認められるが、 これは古墳周 溝埋没後における倒木痕 である。

断 面図に大きく東に倒木したため直 立 した層 が明 確に認められる。 周 溝の長さは、4m確認された。

北周 溝部をト レ ン チ 調査で確認する。 北西部は周 溝が深 く掘られており、確認面から約90cmの深 さ、

表土から 1.4mの深 さで周 溝の底 部となる。 周 溝底 は東西2. 1m、 幅 0. 8mの楕 円 形で特 に深 くなっ

ている。 この深 い周 溝は、 長さ7m、 幅2mで周 溝断 面は「U 」字状となっている。 北東端部は一 部

確認面から30cm位掘りすぎ ており、現状は幅 80cmであるが、 1. 5m位が断 面で確認されている。

この深穴の覆 士に穴底 から 90cm上 の覆 土に浅間B軽 石の降 下堆 積が厚 さ 8cmほど認められる。

根切り溝が、東周 溝の墳丘側に約2. 5m内側に入 り込 んだ状態 で幅2m、深 さ2 0 � 30cmで掘ら

れている。 この古墳周 溝と根切り溝の間の空間に円 形の士坑 、 SK 17 からSK 21 が 5基作られて

いる。

出土遺物（第23 図 図版15)

埴輪類 の出士はなく、須恵器甕 の破片2点が北周 溝内から出士している。 1 • 2 は須恵器甕 の破片

で両 資料とも自然釉 がかかっており、厚 み6mm の同一個 体と考えられる。 外面は平行タ タ キ 目、 内面

は青海波 のあて目が認められる。

0 207 号墳 （第24~26 図 図 9 - 1 � 8 · 15 第6 表）

2 07号墳は、 C•D - 5 · 6 グリ ッ ド に位置する。 東4mで2 06号墳、 北西5mで62号墳、 南

3mで192号墳が位置する。 昭和24年の米軍の撮影した航空写真ではすでに墳丘がすべて取り除 か

れ削平された状態 であった。 円墳で墳丘規模が直径 8m、周 溝外径 規模で直径 14mである。

北東側に深 い周 溝（深穴）を部分的に持 っている。 この深穴は不定楕 円 形で大きさは東西3m、

南北2m、深 さ6 0cmである。 周 溝は西側が細 く、途 中で切れた状態 である。 南東側の周 溝も幅が狭 く、

南側中央 もlm間はより狭 くなっている。 周 溝は幅狭 、 幅広などが組み合わされ円 形状を作り出して

いる。

中央 に長方形士坑 (SK2 8) があり、その中に古墳に使用 されていた片岩類 の石が詰 め込 まれてい

る新 しい現代の穴である。 その土 坑 の周 囲に直径 4. 5mの根切り溝が検出された。
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第 24 図

207号墳
l 黒色上層 ： 漆黒で砂質である。
2 暗黒渇色土層 ： ロ ーム粒子若干含む。 締 り ・ 粘性強し。
3 黒色土層 ： ローム粒子を若干含む。 締り ・ 粘性強し。
4 暗褐色土層 ： ローム粒子を若干含む。 締り ・ 粘性強し。
5 黄褐色士層 ： ローム粒子を多量に ロ ームブロ ッ ク <P 1 cm以下を混入。
6 黒色土層 ： ロ ームブロ ッ ク <P 1 cm以下を斑状に含む。
7 暗黄褐色土層 ： ロ ームブロ ック ¢ 1 ~ 3 cmを多量に斑状に含む （貼り床） 。

207 号墳平面図及び断面実測 図
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第 25図 207 号墳周溝掘 り 方実測図

本古墳だけ浅間B軽 石層 が肉眼 で目視 できて いない。 1 層 に撹拌 されている可能性 が高い。

なお、 周溝底 については荒 掘りをして埋 め戻 した状況であり、暗黄褐色 土にロ ー ム ブ ロ ッ ク c/J 3 cm 

~ 5cm、ロ ー ム粒子を多量 に混入 した士を貼 り床 としている。

出土遺物（第26 図 図版15 第6 表）

埴輪は、 形象 埴輪 ・円筒埴輪が9 点出土している。 その内形象 埴輪が3点である。 1 · 3 は人物

埴輪の上 着裾 と思 われる破片、2は馬 形埴輪の顔 部分の破片で轡 部剥落痕 あり。 4~9 は円筒埴輪で、

3点は口縁 部片、 1点は突帯片である。

須恵器甕 の破片が 8点出土し ている。 須恵器で特徴 的な甕肩 部 11 は、 自然釉 がかかっているが

単 なる釉 だけではなく、 3~ 10mm の角 張 った石が大量 に降 りかかった状態 である。 10 は頸 部破片、

11 · 12 は肩 部破片、 13~ 16 は胴 部破片、 17 は底 部破片である。 須恵器甕 の個 体数は2 種類以 上

としたい。

士師 器甕 l点が西側周溝内に口縁 と胴 部を輪積みのところ で割 れた状態 で、「 8 」 の字状に出士し

ている。 18 は士師 器甕 で口径 24cm、底径 8cm、 器高23. 5cmである。
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第26図 207 号墳出土遺物実測図・拓影図

第2表 207 号墳周溝内 出土土器観察表 （ ） 推 定 数 値 ［ ］ 残 存 数 値
挿 図 乍ーゴ� シ吉て 出 土 口 径 底 径 器 高

番 号 図 版
器 種

位 監
胎 土 焼 成 色 調 成 ・ 整形、 文様な どの特徴

cm cm cm 
遺存状況

26 図 - 1 8 図版 1 5 甕 周溝 24 (8) (23) 砂粒 良好 橙
外面口縁部斜方向のヘラ ミ ガキ調整。 横位沈線で底部に移行す る 。

内面口縁部は縦方向のヘラ ミ ガキ調整。
口縁部破片
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0 208 号墳 （第27 図 図版10 - 1 )

192号墳の東3m、 調査区の南壁D •E - 3 · 4 グリ ッ ド にド ー ナ ツ 状の小さい根切り溝が検出

された。 このド ー ナ ツ 状の規模は、 溝外径 6.2m、 溝内径 2.65mの円 形で円 の中心は西側に偏 って

いる。 西側溝は幅 1. 1m、 深さ2 0cm、東側溝は幅 2.2m、 深さ2 0cmを測る。

円 形の中心が確認されたことで中心部に石が 存在していたことが伺 え、 小古 墳の可能 性 があると考

えられた。

しかし、 近世 以後 の溝であり、 古 墳とするには根拠 が弱 いと思 わ れたが、 図版1 - 2 の航空写真

により観察 すると、 この根切り溝の外回りに暗褐色 の円 形が映 っており、 周溝の底 部が映 し出された

ものと考える。 いわ ゆ るソイルマー ク である。

そのため、 この根切り溝は、本来 古 墳で2 08号墳として認識 した。 古 墳の規模としては、直径

10.2m の円墳と考えられる。 昭 和24年の米軍の撮影した航空写真ではすでに墳丘がすべて取り除 か

れ削平された状態 であった。 遺物は検出されなかった。

この「根切り溝」というのは、 この地 域の通称 かもしれないが、 古 墳の墳丘の裾回りを農 地 の有効

活用 のため、 平らに削り込 み、その削り込 んだ所 までを畑 にし、 古 墳に生 える篠竹 ・雑草 ・雑木等の

皿状遺構
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根 の侵入 を防ぐ ため溝を掘ったものである。

この根切り溝は、基本的に古 墳を対 象 としたもので、 1回だけのものや 、2 回行われているもの な

どがあり、62号墳のように古 墳石室を中心とした石山として残し、根切り溝を掘っているものもある。

最終的 には2 05 · 2 06 · 2 07号墳のように中央 に残る墳丘もすべて取り払 われ平らに されている 。

この古墳墳丘裾 を削り出して生 まれた土地 については、畑 にして作物の増収 を見込ん だものの他

に、2 05 号墳で見られた士坑 群のように他 の利用 も進んで行われている。

遺物は 検出されていない。

OIDl状遺構 （第2 8 図 図版 10 - 6 � 8 )

この皿 状遺構は、 192号墳の北東部に接してD •E - 4 · 5 グリ ッ ド に位懺 する。

平面形 は不 整円 形で大きさは南北 12m、東西 15. 5m、 深さ25 � 30cmを測る。 北側がやや 深く

なる浅い窪 地 である。 この覆 土の地層 は古 墳周溝内の覆 土と同じ地層 であり、 古 墳時代に約15orrl

の皿 状に 掘削された遺構と考えられる。

遺構の 性格 として、 古 墳の盛 り土が足 らなかったと考えられ、 浅く皿 状に土を掘り込 んだものと考

えられる。

その後、 この窪 地 は雨水 が溜 まり湿 地 状になり、アシ ・ ヨ シ などの生息 地 となり、直径 4~5cm の

円 形の根 の痕跡が斑 状に多く確認された。

古 墳時 代の地 形をそのまま表しているものであり、 192号墳と南西部が接していることから、 同

古 墳墳丘 の盛 り土を補充 するために隣接地 の上採 りを行ったものと考えられる。

このように古 墳群内において、この様な皿 状遺構の地 形を残しているのは極 めて珍 しい事例 である。

遺物は 検出されていない。

L-

X= 20480 

、 未調査
\ 

\ 
\ 

\ 
＼ 1 92号墳

O

ES
,
9,
11

A
 

゜ 1 :200 5m 

皿状遺構
1 暗褐色土層 ： 浅間 A 軽石を多 く 含む。
2 黒褐色士層 ： 黒色土を主体と し、 締り ・ 粘性あ り 。
3 黒色土層 ： 漆黒土であ り 、 締 り ・ 粘性強し。

第 28図 皿状遺構平面図及び断面実測図
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O S K 2 5 （第29 図 図版 10 - 3~4 ) 

この土坑 は、2 06号墳の南側 3mのC- 4 グリ ッ ド に位罹 し、 平面形は不正 楕 円 形で大きさは、

南北2.35mX 東西1.25m X 深さ40cmである。 主軸 方位はN - 10° - E である。

この士坑 は古 墳周溝の堆 積土と同じ土層 であり、 遺骸 埋葬 施設 ・士壊墓 ということも考えられる。

土坑底 はほぼ平坦 であるが、底 の位置が西側 に寄 っており、 西壁は急角 度で、東壁 は緩や かに立ち

上 がる。

遺物は検出されていない。
B
 
L
�

l
1
3 .
5
0
m
 

．
 

ー
A-

S K 25 
lro 

反
A L- 1 1 3.50m 

6 4 

S K 25 
』: 1 黒色土層 ： 黒色士を主と し、 締 り ・

粘性あ り 。
2．明黄褐色土層 ： ロ ーム粒子 ・ ブロ ッ クを

大量に含む。
3賠褐色土層 ： ロ ーム粒子を含む締り

強 し。
4 ．暗褐色土層 ： 3層 よ り 黒 く 、 ロ ーム粒

子 ・ ブロ ッ クを含む。
． ぷ 5暗褐色土層 ： ロ ームブロ ッ ク ¢ 1 ~3 

cmを斑状に含み、 締 り
あ り 。

゜ 1 :40  lm 

第 29図 S K  25 平面図及び断面実測図

0弧状遺構 （第30 図 ・図版10 - 2 )

調査最終日に62号墳の周溝確認のため、東側 にパワ ー シ ョ ベル のバケ ッ ト の幅でト レ ン チ 調査を

実施したところ 、 B- 6 . 7 グリ ッ ド の位置に黒色 士の弧状の遣構を確認した。 東西5. 5mの弧とし

ては、直径 10mを数える円 形を推 測することができた。 その為 、 古 墳が発見されたものと考えた。

その後、 擁壁工事立ち合 い時に本庄市教育委員会でト レ ン チ 調査の北側 に東西方向の試掘を行った

ところ 、 遺構を把握 することができなかった旨報告があった。

よって、 この弧状の遺構は古 墳としては認識 しないこととなった。 性格不 明 の遺構である。

遺物は検出されていない。

遺構としては、 古 墳と考えるのが必然 であるが、 北側 の隣地 の開発があれば 古 墳となる可能性 もあ

るかもしれない。 E 地点 北側 の発掘調査に期待 したい。

4m 

第 30図 弧状遺構平面確認図
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第3表 62 号墳埴輪観察表
挿闊番号 写真図版 器種

1 2 図 - l 図版 1 3 馬形埴輪

1 2 図 -2 図版 1 3 馬形埴輪

1 2 図 3 図版 1 3 馬形埴論

1 2 図 -4 図版 1 3 人物埴輪

1 2 図 -5 図版 ］ 3 人物埴輪

1 2 図 —6 偲版 1 3 （ 馬形埴輪 ）

1 2 [翌 -7 図版 ］ 3 （ 形象埴輪 ）

1 2 図 -8 圏版 1 3 （ 馬形埴輸 ）

1 2 図 -9 図版 1 3 （ 形象埴輪 ）

1 2 図 - 1 0 医版 1 3 円筒埴輪

1 2 図 - 1 1 図版 1 3 円筒埴翰

1 2 図 - 1 2 図版 1 3 円筒埴輸

1 2 図 - 1 3 図版 1 3 円筒埴輪

1 2 図 - 1 4 図版 1 3 円筒埴輪

1 2 図 - 1 5 図版 1 3 円筒埴輪

1 2 図 - 1 6 図版 1 3 円筒埴輪

A 法塁単位cm ( ） は推定 B 成形 c 整形 ・ 調整 D 胎土 ・ 材質 E 色調 F 残存度 G 備考 H 出土層位 ・ 位置

A 径 (42) 、 残存高 4 1 B ． 手捏 C 外面ナデ 設置部 ヨ コ ナ デ 内面ヨ コ ナデ D チ ャ ー ト ・ 白色粒 ・ 褐色粒 E 内外 』月赤褐 F 飾 り 鈴片 G 上

部に刻みあ り H 覆土

A 径 (48)、 残存高 38 B 手捏 c 外面ナデ 設置部ヨ コ ナ デ 内面ナデ D 微砂粒 E 内外 ー に ぶい橙 F 飾 り 鈴片 G 上部に刻みあ り 、 内部に

中空の窪みあ り H 覆土。

A 残存長 67 B 粘土紐禎み上げ 帯状粘土を添付 C 外面斜ハケ 倍部横ハケ 内面円筒部縦ナデ D チ ャ ー ト E 内 外 — 明赤褐 F 革帯部片 G 帯

状突帯に 円形の剥離痕あ り 、 飾 り 鈴の剥落か ？ H 悛七

A 残存長 109 B 粘土紐積み1：げ 突帯貼 り 付け 人物足の剥離痕か C 外面突帯下部縦ハケ 同上部ナデ 内面縦ナデ D チ ャ ー ト ・ 白色粒 · 褐色

粒 E 外 — に ぶい橙 ・ 内 ー 橙 F ． 台部片 G 円筒形器台上に 2 本の突帯、 台上部は丸 く 仕上げられてい る H 覆土

A 残存長 74 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面横ハケ D ¢ 1 cm片岩 ・ 片岩粒 E 外 ー にぶい褐 ・ 内 胤 月赤褐 F 裾部片 G 服の裾が ス カ ー

ト 状に開いた箇所か ？ H 覆土

A 残存長 65 B 粘土紐積み上げ c 外面ハケ 内面ハケ後ナデ D チ ャ ー ト ・ 白色粒 E 外 ー 明赤褐 · 内 ー 橙 F 紐部片 G 馬革帯部の可能性 H 覆

士

A 残存長 4 1 B 粘士紐積み 上げ 突帯貼 り 付け C 外面縦ハ ケ 、 突帯 ヨ コ ナデ 内面ナデ D 片岩 ・ チ ャ ー ト ・ 白色粒 ・ 黒色粒 E 外 』月褐 • |AJ ー 橙 F f l伺
部片 G 突帯断而が三角形で、 突帯下部調整に 一部突帯 と は方廊が異な る 調整があ る H 覆土

A 残存長 53 B 粘土紐禎み上げ c 外面ナデ 内面ナデ D 片岩 ・ 白色粒 · 褐色粒 E 外 ・ 橙 · 内 - 11/l赤褐 F 破片 G 器面は平 ら で一部弧状沈

線が認め ら れ る 馬の顔の可能性 ？ H 覆土

A 残存長 66 B 粘士紐積み上げ c 外面ハケ 内面ナデ D チ ャ ー ト ・ 褐色粒 E 内外 . J町赤褐 F ． 脚か G 外面赤色塗彩 H 覆士

A 残存長 62 B 粘土紐積み上げ 突帯貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯横ナデ 内面斜ハケ後ナデ D 白色粒 · マ ン ガ ン粒 E 内外 ・ 明赤褐 F 胴部

片 G 62 号墳出土の円筒埴輪では唯一の突帯であ る H 覆土

A 残存長 53 B 粘上紐稼み1：げ C 外面縦ハケ 内面斜ハケ後ナデ D 片岩 ・ 白色粒 ・ 褐色粒 E 内外 且月赤褐 F !屑部片 G 外面赤色塗彩 H 覆

土

A 残存艮 45 B 粘土紐禎み上げ C 外面縦ハケ 内面斜ハケ後ナデ D 黒色粒 ・ 白色粒 ・ 褐色粒 E 内外 ー 明赤褐 F I_J辺部片 G 外面赤色塗彩

の可能性 H 覆士

A 残存長 59 B 粘士紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面縦ナデ D ． 片岩 ・ 白色粒 ・ 褐色粒 E 外 ー に ぶい褐 ・ 内 — 明赤褐 F 桐部片 H 覆土

A 残存長 66 B 粘十紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面ナデ D 片岩 ・ チ ャ ー ト ・ 褐色粒 E 外 オ登 ・ 内 ー にぶい褐 F 』廓部片 H 覆土

A 残存長 64 B 粘七紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面縦ナデ D 片岩 ・ チ ャ ー ト ・ 白色粒 ・ 褐色粒 E り卜 橙 · 内 ー にぶい褐 F 胴部片 H 覆土

A 残存高 93、 底部径 (I I 0) B ． 粘土紐積み上げ C 外面縦ハケ 内面縦ナデ 円筒最下位指頭圧痕 底部植物圧痕 D チ ャ ー ト ・ 白色粒 E 内外 ー に

ぶい橙 F 底部片 H 覆土

第4表 192 号墳埴輪観察表
挿図番号 写真悩版 器種 A 法鼠単位cm ( ） は推定 B 成形 c 整形 ・ 調整 D 胎土 ・ 材質 E 色調 F 残存度 G 備考 H 出土贋位 ・ 位置

1 5 図 — 1 図版 1 3 器財埴輪
A 残存長45 B 粘土紐積み上げ c 外面縦 ・ 斜ハケ 内面斜ハケ D 白色粒 ・ 褐色粒 ・ 片岩 E ． 外ー 橙 ・ 内 ー 明赤褐 F 上部端破片 G 蒻形埴輪か H 覆

土

1 5  I刃 -2 図版 1 3 器財埴輸
A 残存長 3 1 C 外面横ハケ 縦位沈線 内面ナデ D 白色粒 · 褐色粒 E 内外 ー 明赤褐 F 破片 G 蒻形埴輪か円筒に縦方伺の鰭状に貼 り 付け た も
の が剥落 し て い る H 覆土

1 5 図 -3 図版 1 3 器財埴輪
A 残存長 92 B 粘土紐積み上げ c 外面ハケ後ヘラ状工具に よ る 直線の線刻が上下 2 段に描かれ、 直線文が縦方向 に ラ ン ダムに刻まれる 下部に

ョ コ ナデ下に横位沈線が 1 条 1村面縦ナデ D 褐色粒 ・ チ ャ ー ト E 内外 ー 明赤褐。 F 破片 G 翡形埴輪 H No. 3 

1 5  I�l -4 図版 1 3 （ 形象埴輪 ）
A 残存長 49 B ． 粘土紐禎み上げ 孔部およ び下部に粘士貼 り 付け C ． 外面縦ハケ後ナデ 内面ナデ D 片岩 ・ 白色粒 ・ 褐色粒 E 外 ［ 明赤褐 ・ 内 →

に ぶい赤褐 F 破片 G 四角 い透tLを穿つ 孔の同一高 さ に 帯状隆起を持つ H No4 

1 5 図 -5 I啓1版 1 3 （ 形象埴輪 ）
A 残存長 45 B 粘土紐稜み l：げ C 外面縦ハケ後ナデ 4 条の斜方向平行沈線 内面ナデ D 片岩 ・ 白色粒 ・ 褐色粒 E 内 外 ー 明赤褐 F 破片 G ． ひ

ご状工具に よ り 数 ミ リ 毎に刺突 し て そ の部分を </) I cmの 円形に穿つ H 悶土

1 5 図 -6 図版 1 3 （ 器財埴輸 ）
A 残存長 94 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面縦ナデ D 片岩 ・ 褐色粒 E 外 - 1肘褐 ・ 内 — 明赤褐 F 台部片 G 直径 4 cmの小透孔 （ ケズ

リ 後ナデ ） を穿つ、 器材下端円筒 H No6 

1 5  l釆1 -7 因版 1 3 （ 器財埴輪 ） A 残存長 96 B 枯士紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面ナデ D 褐色粒 · 片岩 ・ 白色粒 E 外 - にぶい褐 ・ 内 』月赤褐 F 器材下端円筒 H No. 7 

1 5 [図 -8 図版 1 3 （ 動物埴輪 ） A 残存長 35 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面ナデ D 褐色粒 ・ 白色粒 E 内外 — 明赤褐 F 動物脚破片か H ． 覆土

1 5 図 -9 図版 1 3 （ 動物埴輪 ） A 残存艮 43 B 枯士紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面ナデ D 白色粒 · 褐色粒 · 片岩 E 内外 ヴ 赤褐 F 動物脚破片か H 覆土

A ． 口縁部径 (1 98) 残存長 29.5。 B ． 粘土紐積み上げ 突帯貼 り 付け C 外画縦ハケ ロ縁 ・ 突帯横ナデ 内面上部斜ハケ後ナデ 中央部は斜ハ ケ 目 調

1 5 図 」 0 図版 1 3 円筒埴輪 整後ヘラナデ 下半は斜ヘラナデ調整 口縁ヨ コナデ D 褐色粒 ・ 片岩 ・ 白色粒 E 内外 ー 明赤褐 F 1/4 G .  2 段 H 2 箇所に透孔 （ ヘ ラ ケ ズ リ ） H No 
1 0 ・ 覆土。

1 5 図 - I I 図版 1 3 円筒埴輪
A 残存長 70 B 枯士紐積み上げ 突帯貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯横ナデ 内面斜ナデ D 褐色粒 · 白色粒 E 内外 ー 明赤褐 F 胴部片 G 円形

透孔 （ ヘ ラ ケ ズ リ ） H No 1 1  

1 5 図 - 1 2 図版 1 3 円筒埴輪 A 残存長 60 B 粘七紐禎み上げ 突帯貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯横ナデ 内面ナデ D 褐色粒 ・ 白色粒 E 内外 — 明赤褐 F 胴部片 H 覆土

1 5 図 - 1 3 図版 1 3 円筒埴輪 A 残存長 63 B 粘士紐稜み上げ 突帯貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯横ナデ 内面ナデ D 褐色粒 · 白色粒 E 内外 — 赤褐 F 胴部片 H No. 1 3  

1 5 図 - 1 4 図版 1 3 円筒埴輪 A 残存長 39 B 粘士紐禎み上げ 突帯貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯横ナデ 内面斜ハケ D 褐色粒 ・ 白色粒。 E 内外 — 明赤褐 F 胴部片 H 覆士

1 5 図 - 1 5 図版 1 3 円筒埴輪
A 残存長 70 B 粘土紐積み上げ 突帯貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯横ナデ 内面斜ハケ後ナデ D 褐色粒 ・ 白色粒 E 内外 — 明赤褐 F 胴部片 H 覆

士

1 5 図 — 1 6 図版 1 3 円筒埴輪
A 残存長 44 B 粘上紐稿み上げ 突栴貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯横ナデ 内面ハケ後ナデ D 褐色粒 · 白色粒 · 片岩 E 内外 ＿ I明赤褐 F 胴部

片 H 覆土

1 5 図 — 1 7 図版 1 4 円筒埴輸 A 残存長 35 B 粘土紐積み上げ 突帯貼 り 付け C 外面突帯横ナデ 内面斜ハケ D 片岩 · 白色粒 E 内外 ー 明赤褐 F M尉部片 H 悶士
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1 5 図 —1 8 図版 1 4 円筒埴輪
A 残存長 72 B ． 粘土紐積み上げ 突帯貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯 ヨ コ ナデ 内面ナデ D 片岩 ・ 褐色粒 E 内外 ー にぶい赤褐 F 胴部片 H 覆

+． 

1 5 図 -1 9 図版 1 4 円筒植輪 A 残存長 30 B 粘土紐積み上げ 突帯貼 り 付け C 外面突帯 ヨ コ ナ デ 内面ナデ D 褐色粒 ・ 白色粒 ・ 片岩 E 内外 』 明赤褐 F 胴部片 H ． 覆土

1 5 図 -20 図版 1 4 円筒埴輸
A 残存長 36 B 粘上紐積み上げ 突伶貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯 ヨ コ ナデ l人1面ナデ D 褐色粒 ・ チ ャ ー ト ・ 白色粒 E 内外 』月赤褐 F 胴部

片 H 覆十．

1 5 図 -2 1 図版 1 4 円筒埴輪 A 残存長 37 B ． 粘十，紐稲み上げ c 外面縦ハケ 内面斜ハケ D 褐色粒 · 灰色粒 E 内外 』 明赤褐 F 胴部片 G 外面赤色塗彩か H 覆上

1 5 図 -22 図版 1 4 円筒埴輪 A 残存長 46 B ． 粘士紐稲み上げ c 外面縦ハケ 内面ナデ D 褐色粒 ・ 白色粒 E I人］外 ー 明赤褐 F 胴部片 H 招土

1 5 図 -23 図版 1 4 円筒埴輪
A 残存長 50 B 粘土紐租み上げ C 外面縦ハケ 横ナデ 内面ナデ D 片岩 · 褐色粒 E 内外 ～ 明赤褐 F 胴部片 G 透孔 （箆ケズ リ 後指ナデ） H 覆

土

1 5 |刃 -24 図版 1 4 円筒埴輪 A ． 残存長 47 B 粘土紐積み上げ C 外面縦ハケ 内面ナデ D ． 褐色粒 ・ 白色粒 E ． 内外 』月赤褐 F I術1部片 G 透孔 （ ヘ ラ ケ ズ リ ） H 覆土

1 5 固 -25 図版 1 4 円筒埴輪 A 残存長 52 B 粘七紐積み上げ C 外面縦ハケ 内面縦ナデ D 片岩 ・ 褐色粒 E 外 ー 明褐 ・ 内 ー にぶい褐 F 胴部片 H ． 覆土

1 5 図 -26 図版 1 4 円筒埴翰 A 残存長 62 B 粘上紐積み上げ C 外而縦ハケ 内面ナデ D 褐色粒 · 片岩 E 内外 4こぶい褐 F 胴部片 H 覆七

1 5 図 -27 図版 1 4 円筒埴輪 A ． 残存長 83 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ 内而ナデ D ． 褐色粒 ・ 片岩 E ． 内外 』Jj赤褐 F 胴部片 H . No· 27

15 I戻1 -28 図版 1 4 円筒埴輪 A 残存艮 50 B 粘土紐積み上げ C 外面縦ハケ 内面ナデ D 褐色粒 · 片岩 · 白色粒 E ． 内外 . [IJl赤褐 F ． 胴部片 H 覆土

1 5 図 -29 図版 1 4 円筒埴輪
A 残存長 1 09 B 粘土紐積み上げ 突帯貼 り 付け剥落 c 外面縦ハケ 突帯 ヨ コ ナデ 内面斜ハケ後ナデ D 褐色粒 ・ 白色粒 E 内外 ＿ I明赤褐 F 破

片 H 覆土

1 5 図 -30 図版 1 4 円筒埴翰 A 残存長 68 B 粘土紐稜み上げ c 外面縦ハケ 内面ナデ D 白色粒 · 褐色粒 E 内外 - 1肘褐 F ． 胴部片 H ． 覆十一

1 5 |刈 -3 1 図版 1 4 円筒埴輪 A 残存長 3 1 B 粘土紐稿み 1げ C 外面縦ハケ 横ナデ 内面斜ハケ D 褐色粒 ・ 片岩 E 内外 』月赤褐 F 胴部片 H 覆土

1 5 図 -32 図版 1 4 円筒埴輸 A ． 残存長 42 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面ナデ D 褐色粒 ・ 白色粒 E 内外 』月赤褐 F 胴部片 H 閉上

1 5 |図 -33 図版 1 4 I可筒埴輪 A 残存長 48 B 粘土紐稜み上げ C 外面ハケ 内面ナデ D 褐色粒 ・ 片岩 E 外 ー 赤褐 · 内 ー 明赤褐 F 胴部片 G 外面に 1 本沈線あ り H 覆上

1 5 |刃 -34 図版 1 4 円筒埴輪 A ． 残存長 50 B 粘土紐稿み上げ c 外面縦ハケ 内面斜ハケ後ナデ D 片岩 ・ 褐色粒 E 内外 』 明赤褐 F 胴部片 H 1 11 34 

第5表 205 号墳埴輪観察表
挿図番号 写真図版 器種 A 法鼠単位cm ( ） は推定 B 成形 c 整形 ・ 調整 D 胎土 ・ 材質 E 色調 F 残存度 G 備考 H 出土腐位 ・ 位置

20 |�1 - 1  図版 1 4 人物埴輪
A 残存長 66 B 中実造 り C 外面ナデ 内面ハケナデ後 頭部に添付 美豆良剥落 D ． 白色粒 ・ チ ャ ー ト ・ 黒雲母 E 外 』月赤褐 F 頭部上げ芙豆

良 G 剥落面にハケ調整後貼付 H 覆土

20 図 -2 図版 1 4 人物埴輪 A 残存長 23 B 手捏 c 外面ナデ D ． 白色粒 ・ 褐色粒 E 外 ー 明赤褐 F 首飾 り 勾玉 2/3 G 勾玉 H 覆土

20 図 -3 図版 1 4 馬形埴輸
A 残存長 5 1 C 外面ナ デ 内面ナデ D 片岩 • 石英 · 褐色粒 • E 内外 〔月赤褐 F 破片 G 轡手綱片 ？ 直径 3onの 円形隆帯内に 1 X 9 Illlllのナイ

フで開けた細長い孔あ り H 覆上

20 図 4 図版 1 4 馬形埴輪
A 残存長 87 厚 34 B 粘士紐積み上げ C 外面ハケ 帯状突帯添付 突帯上にハケ 横ナデ 内面ハケ D 片岩 ・ 白色粒 ・ 黒雲母 E 内 外 』 月赤褐 F 腰

部帯片か G 帯状突帯に鈴剥落痕か H 覆十．

20 図 -5 図版 1 4 馬形埴輪
A 残存長 1 34 B 粘土紐積み上げ C ． 外面斜ハケ ナデ 内 面横ハケ ナデ D ． 片岩 ・ 白色粒 ・ 黒雲母 E 内外 ・ 明赤褐 F 馬胴 ド部か ら 足の付け根

にかけての破片 H 覆十．

20 図 -6 図版 1 4 馬形埴輸 A 残存長 66 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面ハケ D 片岩 ・ 白色粒 ． 灰色粒 ・ 黒雲母 E 内外 直月赤褐 F 破片 H 覆土

20 図 -7 図版 1 4 馬形埴輸
A 残存長 86 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面縦ハケ D 白色粒 ・ チ ャ ー ト ・ 黒雲母 E 外 直月赤褐 ・ 内 直月褐 F ． 破片 G 内面剥落 90%

以」. H 複土

20 図 -8 図版 1 4 馬形埴翰 A 残存長 6. 1 B 粘上紐積み上げ C 外面縦ハケ ナデ 内面ハケ後ナデ D 白色粒 ・ チ ャ ー ト E 内外 — 明赤褐 F 破片 H 覆上

20 図 -9 図版 1 4 （ 動物埴輪 ）
A 径 (100) ・ 残存長 40 B ． 粘十＿紐禎み上げ c 外面縦ハケ 内面縦ナデ D 褐色粒 ・ 白色粒 E 内外— 明赤褐 F 動物足片か G 器種 · 部位不明 H 覆

+． 

20 図 - 1 0 図版 1 4 （ 動物埴輪 ）
A ． 残存長 68 B 中実造 り C 外面縦ハケ D 片岩 ・ 白色粒 E 外 ー にぶい褐 F ． 動物足 ・ 鳥 首片か G 断面楕円形 上部及び表面に縦方向の剥離

痕あ り H 覆土

20 図 - I I 図版 1 4 形象埴輪
A 残存長 2.3 B 粘上紐柏み上げ c 外面ナデ 内面ナデ D 片岩 ・ 褐色粒 E F'J外 ＿ iJl赤褐 F 破片 G 器種 · 部位不明、 ¢ I 5cmの 日孔を穿っ

て い る H 覆土

20 図 - 1 2 図版 1 4 形象埴輪
A 残存長 24 B 粘士紐禎み 上げ c 外面横ナデ 内面 」

＾
寧なナデ D 片岩 ・ 白色粒 ・ 褐色粒 E 外 ・ 明赤褐 F 破片 G 器種 ・ 部位不明 突出部に

直する 内面器肉が薄 く 5 mmほ ど で 内面 と な る H 覆土

20 図 - 1 3 図版 1 4 形象埴輪 A 残存長 34 B 粘七紐積み l：げ C 外面ハケ 斜線刻 横ナデ 内面ハケ ナデ D 片岩 ・ 褐色粒 E 内外 ー 橙 F ． 破片 G ． 盾 · 靱形埴輪か H 覆土

20 図 -1 4 図版 1 4 形象埴輪
A 残存長 63 B 粘七紐積み上げ c 外面縦ハケ 2 本セ ッ ト で 「x」 字状に 線刻 内面ナデ D 片岩 · 褐色粒 E 内外 直 月赤褐 F 破片 G 盾 ・ 靱

形埴輪か、 外面赤色塗彩 H 塑土

20 図 - 1 5 図版 1 4 形象埴輪
A 残存長 6.4 B 粘上紐積み上げ、 突帯貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯横ナデ 内面斜ハケ ナデ D 片岩 E 内外 ー 橙 F ． 破片 G 器台の丸 く 天井

を設けた と こ ろ は突栴部か ら大き く 上部が剥落 し て い る H 覆土

20 図 - 1 6 図版 ］ 4 形象埴輪
A 残存長 72 B 粘土紐積み上げ 突帯貼 り 付け C 外面ハケ 突帯横ナデ 内面ナデ D 片岩 ・ 白色粒 E 内外 4登 F 破片 G 平坦な板状の壁面

であ り 湾曲がな く 家形埴輪の可能性 H 覆土

20 図 - 1 7 図版 1 4 形象埴輪 A 残存長 79 B 粘土紐租み上げ C 外面縦ハケ 内而縦ナデ D 片岩 ・ 褐色粒 E ． 外 ・ にぶい橙 内 ・ 明褐 F 破片 G 器財円筒 H 覆上

20 図 -1 8 図版 1 4 形象埴輪
A 残存長 103 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ ナデ 内 面斜ハケ ナデ、 下部に横ナデ D 片岩 ・ 白色粒 ・ チ ャ ー ト E 外 ー 胆赤褐 ・ 内 — r!ll褐 F 破

片 G 復元実測 H ． 覆七

20 図 — 1 9 図版 1 4 円筒埴輪
A 「I径 (200) 、 残存商 1 50 B 粘土紐積み上げ C 外面縦ハケ、 突帯貼 り 付け、 横ナデ、 口縁部横ナデ、 内面横 ・ 斜ハケ、 ナデ、 口縁部横ナ デ D 片

岩 ・ 黒色粒 ・ チ ャ ー ト E 内外 ー 明赤褐 F l7縁～ 2 段破片 G 復元実測 H N o, 1 9  

20 図 -20 図版 1 4 円筒埴論
A 残存長 5.6 B 粘上紐積み上げ C 外面縦ハケ ロ縁横ナデ、 I村面斜ハケ ロ総部横ナデ D 片岩 ・ チ ャ ー ト E 内外 ー に ぶい褐 F 口縁部破片 H 覆

上
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20 図 -2 1 図版 14 円筒埴輪
A 残存長 8 1 B 粘土紐槙み上げ 突帯貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯横ナデ 内面斜ハケ ナデ D 白色粒 ・ 片岩 ・ 褐色粒 E 内外 ー 明褐 F 胴部片 G 透
孔 （ ヘラ ケ ズ リ ） H No. 2 1  

20 図 -22 図版 14 円筒埴翰
A 残存長 70 B 粘士紐積み上げ 突帯貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯横ナデ 一部突帯上にハケ 内 面縦ハケ ナデ D 片岩 ・ 灰色粒 ・ 褐色粒 • 黒雲母
E り＼ 明褐 ・ 内 ー 褐 F 胴部片 H 覆土

20 圏 -23 図版 14 円筒埴輪
A 残存長 85 B 粘土紐柏み上げ 突帯貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯横ナデ 内面斜ハケ ナ デ D 片岩 ・ 白色粒 ・ 褐色粒 E 内外 ー 明赤褐 F 胴部
片 G 円形でない透孔 ？ （ ヘラ ケ ズ リ ） H Nu 23 

20 固 -24 図版 14 円筒埴輪
A 残存長 49 B 粘土紐積み上げ 突帯貼 り 付け C 外面縦ハケ 突帯横ナデ 内面斜ハケ D 片岩 ・ 白色粒 · 褐色粒 E 内 外 一 明赤褐 F 腸部片 G 透
孔 （ ヘラ ケ ズ リ 、 ナデ） H 覆土

20 図 -25 図版 14 円筒埴輪 A 残存長 32 B 粘土紐禎み上げ 突帯貼 り 付け C 外面突帯横ナデ 内面縦ハケ D 片岩 · 白色粒 ・ 黒雲母 E 内外 ・ 明赤褐 F 服部片 H 北周堀

20 図 -26 図版 14 円筒埴論
A 残存長 2.4 B 粘土紐積み上げ C ． 外面縦ハケ 内面ナデ D 白色粒 · チャ ー ト E 内外 』 月赤褐 F 胴部片 G 透孔 （ ヘラケズリ ナデ） H 覆
土

20 図 -27 図版 14 Pl箇埴輪 A 残存長 45 B 粘土紐積み上げ C 外面縦ハケ 横ナデ 内面ハケ D 白色粒 ・ 片岩 E 内外 4登 F 胴部片 H ． 覆土

20 圏 -28 図版 ］ 4 円筒埴輪 A 残存長 53 B 粘土紐稜み上げ c 外面縦ハケ 内面斜ハケ D 片岩 ・ 黒雲母 · 白色粒 E 内外 ー 赤褐 F 胴部片 H 覆土

20 図 -29 図版 14 円筒埴輪 A 残存長 4 1 B 粘土紐禎み上げ c 外面縦ハケ 内面横ハケ D 片岩。 E 内外 』 月赤褐 F ． 胴部片 H 覆土

20 図 -30 図版 14 円筒埴輪 A 残存長 42 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ 横ナデ 内面ハケ、 ナデ D 片岩 ・ チャ ー ト ・ 黒雲母 E 内外 ー 明赤褐 F 破片 H 覆士

20 図 -3 1 図版 14 円筒埴輪 A 残存長 73 B 粘士紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面ナデ D 片岩 ・ 灰白色 E 外 - 1!ll赤褐 ・ 内 ー 橙 F 破片 H 覆士

20 圏 -32 図版 14 円筒埴輪 A 残存長 47 B ． 粘士紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面ナデ D 白色粒 · 片岩 · 褐色粒 E ． 内外 ー にぶい赤褐 F 破片 H 裂士

20 図 -33 図版 14 円筒埴輸 A 残存長 63 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面縦ナデ D 片岩 ・ 白色粒 E 外 ー にぶい黄橙 ・ 内 |登 F 破片 H 覆七

第6表 207 号墳埴輪観察表
挿図番号 写真図版 器種 A 法且単位cm ( ） は推定 B 成形 C 整形 ・ 調整 D 胎上 ・ 材質 E 色調 F 残存度 G 備考 H 出土腐位 ・ 位置

26 U'<l - 1  図版 15 人物埴輪 A 残存長 52 C 外面縦ハケ ナデ D 白色粒 ・ チャ ー ト ・ 黒色粒 E ． 外 軋月赤褐 F 上着裾片か G 裏面剥離痕 H 覆士

26 図 -2 図版 15 （ 馬形埴輪 ）
A 残存長 24 径 (80) B 粘土紐精み上げ c 外面ハケ ナデ 内面ナデ D 白色粒 ・ 黙色粒 ・ 褐色粒 E 内外 』月赤褐 F 破片 G 馬形埴輪の顔部
分の破片か 轡部剥落痕あ り H ． 覆土

26 図 -3 図版 15 （ 人物埴論 ） A 残存長 50 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ 内面ハケ 上部に剥離痕 D 片岩 ・ 褐色粒 E 内外 坊 登 F 上渚裾片か H 覆土

26 図 -4 図版 ］ 5 円筒埴輪
A 残存長 33 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ ロ縁部横ナデ 内面斜ハケ ロ縁部横ナデ D 白色粒 · 褐色粒 E 内外— 明赤褐 F 口縁部破片 H 覆
土

26 図 -5 図版 15 円筒埴輸
A 残存長 29 B ． 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ ロ縁部横ナデ 内面ハケ ロ縁部横ナデ D 白色粒 ・ 褐色粒 ． 灰色粒 E 内外 ー 明赤褐 F 口縁部
破片 H 覆土

26 図 -6 図版 15 円筒埴輪
A 残存長 35 B 粘土紐積み上げ c 外面斜ハケ ロ縁部横ナデ 内面斜ハケ ロ縁部横ナデ D 片岩 ・ 白色粒 ・ 褐色粒 E 内外 』月赤褐 F 口縁部
破片 H 覆士

26 図 -7 図版 15 円筒埴輪 A 残存長 34 B 粘土紐積み上げ 突帯貼 り 付け C 外面突帯横ナデ 内面ナデ D 白色粒 · 褐色粒 E 内外 — 明赤褐 F 突帯片 H 覆土

26 図 -8 図版 15 円筒埴輪 A 残存長 38 B 粘土紐積み上げ c 外面縦ハケ 横ナデ 内面斜 ・ 横ハケ D チャ ー ト ・ 片岩 ・ 褐色粒 E 内外 』月赤褐 F 胴部片 H 裂士

26 図 -9 図版 15 円筒埴輪 A 残存長 28 B 粘土紐積み上げ c 外面斜ハケ 内面斜ハケ D 片岩 ・ 白色粒 · 褐色粒 E 内外 ー 明赤褐 F 胴部片 H 稜土
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第 2 節 縄文時代
縄文時代の遺構は土坑 1 星 が検 出された。

O S K 24 （第31 ~ 33 図 図版 11 - 1 · 16 )

この士坑 は、 B•C- 3 グリ ッ ド に位懺 し、2 05号墳西周溝内側 と接している。

平面形は円 形で、 規模は東西1.4m、 南北 1.32m、 深さ 0. 92mである。 断 面形は「U 」 字状で

途 中で一 段肩 の張 る形である。 底 面は平坦 面を呈 している。

出土遺物は、縄文前期後半 の諸磯式土器l点の出土である。 並 行する浮線文を横 位に巡 らせ ている。

第 31 図 縄文時代遺構全体図

 

第 33図 S K  24 出士遺物実測図 ・拓影図

1 明褐色土 ： Y P 粒子を多量に含み、 ¢ 51Ilillまでの ローム粒子を
含む。 締 り は非常に硬く、 粘性はない 。 下層はやや黄み
が強く、 ロ ーム粒子が多量に含まれ、 締 り ・ 粘性が非常
に強い。

第 32図 S K 24 平面図及び断面実測図

〇縄文士器 （第34 図 図版16 )

縄文時代の遺物は、各 古 墳周溝 内からの出士である。

縄文早 期夏島式、 前期前半黒浜式の繊維 含有土器、 前期後半 諸磯式土器などの他 に、 中期加曾利E

式土器が出土している。

0第1 群土器は早 期の士器である。 ( 1 )

1 は早 期夏島式の口縁 部破片である。 口縁 部は丸 い端部で若干 外反 する。 地紋 にLR縄文の撚糸 を

施文している。

0第2 群土器は前期前半黒浜式土器の一 群である。 ( 2 • 3 )  

2 • 3 は、胎 士に植物繊維 を多量 に含有し、 0 段多条の縄文を羽 状に施文し、 全体的には菱 形縄文

を構成している。

0第3 群土器は、 前期後半 諸磯 b式士器の一 群である。 (4 � 11) 

4 は浅鉢 の口縁 部で口唇 部は平坦 に作られて端部がやや 外反 する。 口唇 下に半載竹 管による横 位並
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行沈線を 2 条施し、肩部までに半載竹管による楕円形文を横方向に連続する。地紋は単節RL縄文で

ある。ボタン状貼付文の剥落が見られる。

5~8 は半載竹管による横位平行沈線文を施し、地紋は単節RL 縄文である。

9~11 は細い隆帯を貼り付けた浮線文に鋭利な刃物による斜めの刻みが施されている。

0第 4 群土器は、前期後半諸磯 c 式土器の一群である。 (12~16)

12~16 は、半載竹管による細かな集合沈線と櫛歯状工具による櫛描文である。

12 は横位平行沈線文の上に斜位の平行沈線文を施文している。 13 は口縁部破片で、 13 • 14 は縦

位の平行沈線を施文している。 15 • 16 は半載竹管による集合沈線が、綾杉文となる。 15 は縦長の

ボタン状貼付文が 3 個所付されている。

0第 5 群土器は、前期後半諸磯 b 式～ c 式の縄文施文土器である。 (17~19)

17 • 18 は単節 RL 縄文である。また、 19 は弧状沈線が一条ある。地紋は無文である。

0第 6 群土器は中期前半勝坂式土器である。 (20 • 21) 

20 は円形の隆帯上に半載竹管による弧状の連続刺突文を施している。 21 は半載竹管による横位平

行沈線を連続して施文し、隆帯上には半載竹管による刺突文を連続している。

0第 7 群土器は中期後半加曽利 E 式土器の一群である。 (22~33)

23 は口縁部破片である。 22 • 24~27 は垂下する平行沈線間を擦り消している。 23 の口縁は無

文である。 28 は 2 本の垂下する隆帯、 29 は 3 本の横位沈線が施されて入れている。 28 • 29 は RL

の撚糸文である。 30 は無節 L 縄文、他は単節 LR縄

文である。

器：面:t:：よへ横□□三巴三：：し時：。イ［、前る日土器D 
の可能性がある。

0特殊遺物（第 35 図ー 1 図版 16)

1 は粘土塊を片手で握ったもので、楕円形の形状で、

大きさは縦 4 cm、横 5cm、厚さ 1.8cm、重さ 27gである。

その粘土塊が火受けして土器化したものである。楕

円形の縁辺部はヒビが入っている。

極めて珍しいものである。時期は不明。
へ

〇縄文石器（第 36 図一 1 • 2 図版 16)

石器は、打製石斧が 2 点である。

1 は打製石斧の先端部破片で顕著な摩滅痕が認めら

れる。石材は黒色頁岩である。重量は 10.12g

2 は打製石斧の先端部が縦に剥落したもので、先端

部は両面良く摩滅。破片の一番長辺に加工痕を持つ破

片である。石材は結晶片岩である。重量は 133.20g

疇
゜ 1: 2 5cm 

第 35 図特殊遺物実測図

い
』

ー
ー
|
f

こ 0 I: 3 5cm 
| l | | | | | 

第 36 図石器実測図
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第 3 節 そ の他
0土 坑 （第37~ 39 図

土坑は 2 8基が検出された。

図版11 - 4~7 . 12 - 1 ~ 27 . 15 第7 表）

1基SK 24 は縄文 時代と特定できたので縄文 時代の章の中で、1 韮

SK 2 5 は古 墳時代の土壊墓 と考えられ古 墳の章の中で取り扱う。

それ以 外がすべて時期不 明 である。

円 形士 坑 については、 ほぼ同一 時期のものである。 この円 形土坑 は、 古 墳の裾 を墳丘内側に掘り進

め、耕作 地 拡大のため根切り溝までの間の土地利用 と、墳丘裾 の土地利用 を2 05号墳に良好 に認め

ることができる。

S K 1 � S K 2 0  · 23 の円 形土坑 の共 通は、覆 士が黒色 土でその中にロ ー ム ブ ロ ッ ク を斑 状に含

んでいる 。 覆 士は分層 することなくほぼ 1 層 である。 掘った士を一気 に埋 め戻 している。

遺物が出士したのは、SK 23 だけである。 先に記 されているように他 の士坑 と同じ円 形土坑 であり、

覆 士は黒色 土にロ ー ム ブロ ッ ク を斑 状に混入 しており、 他 の円 形土坑 と同じ時期と考えられる。 遺物

この遺物は混入品 と考えられる。

SK 26 は、不 整円 形で浅く、覆上は黒色 士層 l層 である。 覆 士はロ ー ム粒子を若干混入 ・炭化物

<P 1 cm弱 を多量 に混入 。 片岩 のブ ロ ッ ク で割 れたものが全体に混入 する。 火受 けしたものか。

SK 27 は、隅丸 長方形で、深 さは浅く10cmであり、焼 士 ・炭化物混 土層 であるが、その中に白

い焼骨 が検出されている。 骨片は小さいため人 体か動物かは判断 できなかった。 士坑 の壁 ・床 は焼 け

た状態で はないため、穴を掘った中に焼 土 ・炭 化物 ・焼骨 等を埋 めたと考えられる。

SK 28 は2 07号墳のほぼ中央 に位圏 している。 中央 に位圏 する遺骸 埋葬 施設と考えられたが、

は須恵器 の長頸壷 である。

c

第37図 土坑 ・ピッ ト 全体因
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上坑 の内部に川原 石が多量 に詰 め込 まれ、 石と石の間は隙 間があり、新 しい時期の上坑 である。

SK 29 は、2 07号墳の南側周 溝に位置しているが、 古 墳とは関係のない他 の円 形士坑 と同じよう

な黒色 士をベー ス にロ ー ム ブ ロ ッ ク を斑 状に含有している。 掘り上げ た土 を一気 に埋 め戻 している。

SK 2 1  • 22 は覆 士が表士であり、 近現代の所産 と考える。

0 ピ ッ ト ・ 斜め ピ ッ ト （第40 図 第8 表）

ピ ッ ト 4基、 斜めピ ッ ト 2基が検出された。 ピ ッ ト 1 • 2 • 4 • 5 の4個 所 で単独 ピ ッ ト である。

斜めピ ッ ト は手 の届 く範囲で調査しているが、各 々あと40 � 50cmは掘 削してあることをピ ン ポ ー

ル で刺 して確認。 人 工的に掘られたものと思 われるが、性格 は不 明 である。 斜めピ ッ ト 3 · 6 の大き

さは次のとおりである。

ピ ッ ト 3 は確認面の平面形は楕 円 形で、 大きさは東西38cm、 南北32cmである。

穴の底 までは調査できなかったが、 調査したのは腕 の長さ70cmでそれより、 さらに50cmは掘り進

めることができることを確認している。 この穴の斜め角 度は30 度である。 穴の長さは 1.2mある。

主軸 方位はN -22 ° - W である。

ピ ッ ト 6 は確認面の平面形は長楕 円 形で、 大きさは東西35cm、 南北 57cmである。 穴の底 までは調

査できなかったが、 調査した腕 の長さ70cmでそれより、 さらに40cmは掘り進めることができること

を確認している。 この穴の斜め角 度は40 度である。 穴の長さは 1. 1mである。 主軸 方位はN -25° 

W である。

斜めピ ッ ト は、本地点で2 個 所 発見されている。 この斜めピ ッ ト は長沖 古 墳群久保地区D 地点でも

2 個 所 確認されており、 今 回 の発 見で4個 所 となった。 この斜めピ ッ ト は規格性 はなく、その配 置に

おいても特 長はない。 主軸 方位についても、 SK 3 はN -25° - W 、 SK 6 はN -25° - W であり、 D

地点ピ ッ ト 5 はN -22 ° - W 、 同ピ ッ ト 6 はN -25° - W である。

この斜めピ ッ ト については、 人 工的なピ ッ ト とも考えてきたが、口径や主軸 方位も異 なっており人

工的なものではなく動物の巣穴の可能性 もある。

第7 表 土坑一覧

遺構名 平面形
規 模 (cm)

位 置 出土遺物 備 考
長軸 短軸 深さ

S K 1 円形 78 74 33 D - 2 • 3 
S K 2 円形 1 00 92 30 D - 2 
S K 3  円形 96 (60) 23 D - 2 
S K 4  円形 1 00 96  45 D -- 2 
S K 5  円形 92 92 29 D - 2 
S K 6  円形 84 82 1 8  D � 2 
S K 7  円形 86 (62) 1 2  D � 2 
s k 8 楕円形 (1 24) 80 1 3  D - 2 
S K 9  円形 1 02 96  10  D - 2 

S K  1 0  円形 1 1 2 96  1 1  D - 2 
S K  1 1  円形 82 (62) 8 D - 1 
S K  1 2  円形 82 79 1 4  D - l 
S K  1 3  円形 80 76 1 4  D - 1 
S K  1 4  円形 (88) 58  6 D - 1 
S K  1 5  円形 (88) (64) 8 D - l 
S K  1 6  楕円形 1 02 70 1 9  D - 2 
S K  1 7  円形 1 00 94 3 B - 4 
S K  1 8  円形 72 66 7 B - 4 
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・ ぷ

出土遺物

第 3 8 固 土坑平 面 図 ・ 断面図及び 出 土遺物実測 図
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第 39 図 土坑平面図及び断面実測図

第 40 図 ピ ッ ト 平面図及び断面実測図

遺構名 平面形
規 模 (cm)

位 置 出土遺物 備 考
長軸 短軸 深さ

S K  1 9  円形 74 74 6 C - 4 
S K  20 円形 84 76 10 C - 4 
S K  2 1  長方形 1 36 80 22 C - 4 現代
S K  22 長方形 1 45 68 1 3  B - 4 現代
S K  23 円形 1 00 98 12  A - 3 長頸壺
S K  24 円形 1 40 1 32 92 B • C - 3 縄文士器 縄文士坑
S K  25 長楕円形 2 1 4  1 26 43 C - 4 古墳時代 土壊募か
S K  26 不整円形 1 79 1 40 1 6  C - 6 炭化物 ・ 片岩ブ ロ ッ ク 混入
S K  27 隅丸長方形 1 04 76 1 1 E - 6 焼骨 焼骨 ・ 焼土 ・ 炭化物混入
S K  28 隅丸長方形 2 1 8  1 72 37 C - 5 礫大量に 混入 近現代
S K  29 長方形 254 75 46 D - 5 耕作穴 ？

第8表 ピ ッ ト 一覧

遺構名 平面形
規 模 (cm)

位 置 出土遺物 備 考
長軸 短軸 深さ

p 1 円形 (50) 46 27 D - 2 
p 2 円形 (54) 54 29 D - 2 
p 3 円形 68 63 72 D - 4 斜め穴
p 4 円形 56 52 33 C - 3 
p 5 円形 56 50 20 B - 3 
p 6 円形 26 23 65 C - 4 斜め穴
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0製鉄関連遺物 （第41 図 図版15 第9 表）

遺跡内 から製鉄炉壁などが62 • 192 • 2 05 • 2 07号墳から出土した。

こ の製鉄炉 の壁断 面は厚 いもので 5cmを 測り、表面がガラス 状・ス ラ グ 状に溶 け、飴 状の 照りがある 。

総 数で 35点の出土があった。 作図できたのは10点であり、 合計重量 は517. 91 g で ある。

大きさ が第41 図 9 以 下のものについては図 化 していない。 図 化 できなかった25 点の重量 は

149.24 g である。 図化 できたものと図化 できなかったものの合計は、667. 15 g であ る。

1 は最 大の破片で4.6lllill の厚 みを持ち 、黒色 で照りがある飴 状のガラス質 になり表面が 流れ出し て

いる。 表 面下は発泡 している。 墜 面で一 回 は飴 状のフラ ッ ト な面を持 っており、その下 1.2cmは灰色

の壁でさ らに 1cm位の厚 さで酸 化 した赤色 の壁面を持 っている。

2 は飴 状のガラス質 は厚 さ2. 5cmで面的なものではなく、 表面は発泡 による起伏 が大きく鉄 分が 多

いようで鉄錆 に覆 われている。 壁面から5mm が還元壁でその下は酸 化壁が 5mm と薄 い。

3 は壁から剥 がれ落 ち た黒色 発泡 した物体で厚 さ4.2cmである。

4 は厚 みが 1.4lllill と薄 く、 表面が飴 状で1 cmの厚 さで黒色 の発泡質 があり、還元 グレー 、酸 化赤色

壁は4mm と薄 い状況である。

5 は壁から剥 がれ落 ち た黒色 発泡 した物体で厚 さ2. 5cmである。
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6 は厚 みが2. 0mm と薄 く、 表面が黒色 ・白 灰色 の飴 状で 1. 5cmの厚 さで黒色 の発泡質 があり、還元

グレー壁は5mm と薄 い状況である。 赤色酸 化壁は認められない。

7 は壁から剥 がれ落ち た黒色 発泡 した物体で厚 さ3. 1cmである。

8 は厚 さ 5. 7cmと厚 く断 面は縞 状に観察 できる。 表面が白 灰色 の飴 状で気泡 が小さく表面に斑 状に

認められる。 発泡層 の厚 さは2. 7cmで黒色 の発泡質 があり、 最低3回の発泡層 が認められる。 当初 の

壁面には多量 の鉄錆 が層 を作っている。 還元 グレー壁は2.2mm と厚 く、赤色酸 化壁は1cm厚 である。

9 は厚 みが2.3cmで、黒色 発泡物は 1. 7cm、還元 グレー壁は薄 く、赤色酸 化壁は認められない。

10 は厚 みが2. 9cmで、黒色発泡物は2.4cmで表面は、黒色 ・白 灰色 の飴 状で還元グレー壁は5mm と

薄 く、赤色酸 化壁は認められない。 鉄 分が多く含まれているのか重 さがある。

また、 11 は石英 の金床 石破片 である。 （第41 図 11) 表面部の残存があり、鉄 を敲 いた時 の5mm 

前後 の点状の 1点l点の打痕 が残されている。

これら製鉄 関連遺物については、製鉄精錬炉壁であり、時 代的な認定は難しいが、奈良 •平安時 代

の遺構が 存在している可能性 が高い。

今 回発見された製鉄 関連炉壁は、製鉄操 業を何回か繰 り返 した結果である。 ただし、 これらの炉壁

は竪型炉 の壁を壊 して鉄 を取り出した結果 存在するもので、本来壁の割 れ面はシ ャ ー プ であるものが

ロ ーリ ン グ現象 で突 出した個 所や割 れ面の角 が擦 れてなくなっている。 このことから当地点で製鉄精

錬 作業を行ったものではなく、 近隣で製鉄精錬 を行っていることは間違 いないことである。

なお、鋳物師集 団が金屋に移住 してきた記録があり、鋳物師 と金屋という地名 関連がある可能性 が

あると指摘 されている。 （鈴木2 005)

第9 表 製鉄関連遺物一覧

挿図番号 写真図版 種 別 出土位償 長 (cm) 幅 (cm) 厚 (cm) 重量 (g) 備 考

第41 図 —1 図版 15 製鉄炉壁 62号墳覆土 9.6 83 46 151 54 壁が溶解 し て流動 している

第41 図 2 図版 15 製鉄炉壁 62号墳覆士 3.3 6.3 3.8 53 71 

第41 図 -3 図版 15 製鉄炉壁 205号墳覆土 55 5.8 4.2 67.85 

第41 図 -4 図版 15 製鉄炉壁 207号墳覆土 44 50 14 20.88 壁 と し て は厚みが薄い 上塗 り した壁

第41 図 5 図版 15 製鉄炉壁 205号墳覆土 4.5 3.3 2.5 17 62 壁 と し て は厚みが薄い 上塗 り した壁

第41 図 -6 図版 15 製鉄炉壁 205号墳覆土 4 1 4.8 2.0 24 55 壁 と し て は厚みが薄い 上塗 り した壁

第41 図 -7 図版 15 製鉄炉壁 207号墳覆土 4.3 3.7 3.1 28.33 

第41 図 -8 図版 15 製鉄炉壁 192号墳覆土 5.3 3.8 57 88.41 3回の壁の貼 り 直 し が認め ら れ る

第41 図 -9 図版 15 製鉄炉壁 205号墳覆土 4.3 37 2.3 18.84 壁 と し て は厚みが薄い 上塗 り した壁

第41 固 -10 図版 15 製鉄炉壁 205号墳覆士 5.3 5.5 2.9 4618 壁 と し て は厚みが薄い 上塗 り した壁

第41 図 -11 図版 15 金床石 覆土 82 2.4 4.0 106.21 表面に鉄錆が付着 している

炉壁合計 517.91 
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第5 章 自 然科学分析
古 墳周 溝内堆 積のテフラ分 析

藤根 久 ・ 鈴木正章（パレオ ・ ラボ ）

l. はじめに

長沖古墳群は、本庄市児玉町長沖に所在する 5 世 紀 中頃 から 7 世 紀後半 にかけて築造 された古墳

群である 。 ここでは、 192号 古 墳の周 溝内から採 取した軽 石層 および堆 積物について、湿式師分 け

を行い、軽鉱物および重鉱物組成、 火山ガラス の屈折率 測定を行った 。

2. 試料と方法

分 析試料は、192号 古墳の周 溝内から採 取した軽 石層 と、 最下層 の連続堆 積物3点である（表 1 )。

なお、6 層堆 積物試料は、上位から各 5cm 厚 で連続的に採 取した。

表 1 テ フ ラ分析を行っ た試料
分析 No. 遺構 断面 層位 試料 No. 試料の特徴

1 4 層 軽石層 黒褐色 (2.SY 3/ 1 ) 軽石
2 1 92 号古墳の周溝 東壁

No. 1 (5cm 厚） 黒色 (2.5Y 2/ 1 ) 上壌、 やや砂質
3 6 層 （最下層） No.2 (5cm 厚） 黒色 (2.5Y 2/ 1 ) 土壌
4 No.3  (5cm 厚） 黒色 (2.5Y 2/ 1 ) 土壌、 やや砂質

テフラ 試料は、 以下の方法で処 理した。

(1)湿潤 で約26 � 30g を水 を加 えて超音波洗浄機 で分散 した後 、1 c/) (0. 5mm )、2 cf) (0.25mm)、

3 cf) (0. 125mm )、4 cfJ C 0. 063mm ) の4枚 の師 を重ね、湿式師分 けをした。 なお、処 理試料の乾

燥 重量 を求 めるために約10g 程 度を秤量 して乾燥 させた 。

(2 ) 4 cf) 飾 残消 について、重液（テ ト ラブ ロ モエ タ ン 、比 重 2. 96 )を用 いて璽鉱物と軽鉱物 に分離 した 。

(3)軽鉱物については、簡易 プレ パラー ト を作製 し、軽鉱物組成と火山ガラス の形態分類 を行った 。

火山ガ ラ ス の形態 は、町田・ 新 井(2 003)の分類基準 に従い、バ ブル （泡 ）型 平板 状(bl)、バ ブル （泡 ）

型 Y 字状 (b2 )、軽 石型繊維 状(pl)、軽石型ス ポ ン ジ 状(p2 )、急冷 破砕型フレー ク 状 (cl)、急冷

破砕型塊 状(c2 ) に分類 した。

(4) 重鉱物については、封入剤カ ナ ダバ ル サ ム を用 いてプレ パラー ト を作製 し、 斜方輝 石(Opx )、

単 斜輝 石(Cpx )、角 閃 石(Ho )、磁鉄鉱 (Mg ) を同定 ・ 計数した。

(5) 4 cf) 飾 残漬 の火山ガラス は、横 山ほか(1986 ) に従って、温 度変 化型屈折率 測定装 置を用 いて

屈折率測定を行った 。

3. 結果と考察

以下に、各 試料の湿式飾分 け結果、軽鉱物組成、重鉱物組成、 火山ガラス の屈折率 測定結果を示 す。

分 析No. 1 (4層 、軽 石層 ）

湿式師分 けを行った 結果、4 ¢ 以上の残清 は処 理試料の73. 56％ であった 。 lcp 飾 残涜 が最も多く、

全体の41.29％ であった（表2 )。 1 ¢ 師 残清 中には、淡黄褐色 の軽 石からなり、軽 石の最大粒径 は

6mm であった（図版1-la )。
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表 2 テ フ ラ試料の湿式師分け ・ 重液分離の結果 （上段 ： 重量 g、 下段 ： 重量 ％）

分析 No. 湿重重量 (g) 乾燥重量 (g)
砂粒分の粒度組成

l ¢ 2 ¢ 3 ¢ 4 ¢ 

1 25 9 1  1 8  0 1  
7 .4368 3 .4809 1 .3896 0.9433 

4 1 .2 9  1 9.32  7.7 1 5 .24 

2 29.38 1 3  35 
0 4074 0 924 1 1 04 1 6  0 7298 

3.05 6 92 7.80 5.47 

3 27.58 1 2.54 
0.3000 0.8435 0.9243 0.66 1 8  

2 39 6 72 7.37 5.28 

4 26 64 1 1 .55  
0 1 834 0.5759 07483 0.6229 

1 .5 9  499 6.48 5 39 

表 3 4 </J 飾残消中の鉱物組成 （上段 ： 重量 g、 下段 ： 重量 ％）s 分ぬ

石英 長石 不明
(Qu) (P1) (Opq) 

1 1  80 95 
I 

34 5 409 47 
15 143 35 

2 
66 62 4 15.3 
21 130 46 

3 
54 6 19 3 88 

20 145 5 1  
4 

75 54 1 19 0 

火山ガラス

バブル （泡） 型 軽石咽 急冷破砕型
平板状 Y 字状 繊維状 ス ポ ンジ状 フ レー ク状 塊状

(b 1) (b2) (p l )  (p2) (c l )  (c2) 
1 5 40 

04 22 00 17 2 00 00 
2 6 4 18 4 2 

0.9 26 I 7 79 I 7 09 
3 10 6 16 5 1 

13 42 25 67 2 I 0.4 
16 2 2 1  13 

00 60 07 78 49 0.0 

ガラス 軽鉱物
合計 の合計 斜方輝石

(Opx) 
46 232 141  

198 1000 66 5 
36 229 141  

15 7 1000 59 5 
4 1  238 134 

17 2 100.0 58 0 
52 268 130 

19 4 100 0 58 6 

重液分離
>4 ,p 軽鉱物 重鉱物

1 3.2506 0 . 1 643 0.03 7 1  
73.56 8 1 .5 8  1 842 

3 1 029 0 . 1 587  0.0643 

23.24 7 1 . 1 7  28.83 
2.7296 0.3 1 0 1  0.0594 

2 1 .76 83.92 1 6.08 
2. 1 305 0 1 479 0.0502 

1 8.45 74 66 25.34 

重鉱物
軍鉱物

単斜輝石 角 閃石 磁鉄鉱 不明 の合計

(Cpx) (Ho) (Mg) (Opq) 
52 7 12 2 12 

24 5 00 33 57 1000 
33 10 49 4 237 

13 9 4.2 20 7 1 7 1000 
49 3 44 1 231  

212 13 190 04 1000 
49 5 34 4 222 

221  23 15 3 1.8 1000 

重液 分離を 行った結 果、軽鉱物 の割 合が 81. 58% と高く、重鉱物の割 合が 18.42％ であった（表2 )。

4 ¢ 師 残消 中の軽鉱物組成では、 火山ガ ラ ス はやや少 なく、軽石型ス ポ ン ジ 状ガラス (p2 ) のほか、

バ ブル （泡 ）型 平板 状ガラス (bl)や Y 字状ガラス (b2 ) が含まれていた。 なお、黒褐色 などの火

山岩片（不 明 ）が多く見られた。 重鉱物 は、斜方輝石 (Opx )が多く、単 斜輝石 (Cpx )や磁鉄鉱 (Mg )

が含まれていた（表3)。

火山ガ ラス の屈折率 測定では、軽石型 の火山ガ ラス を 測定した結 果、範囲(range )が 1. 5244- 1. 5300

の広い範囲を示 し、平均値 は1. 52 83 であった（図l)。 以上の特徴 から、この軽石 は浅間Bテフラ(As-B)

と同定される。

分析No.2 � 4 (6 層 、 最下層堆 積物 ）

湿式師 分けを 行った結 果、4 <P 以上の残清 は処 理試料の 18.45 � 23.24％ であった。 いずれの試料

も3 ¢ 飾 残消 が多い（表2 )。

重液 分離を 行った結 果、 いずれの試料も軽鉱物の割合 が71. 17 � 83. 92% と高く、 重鉱物 の割合 が

低い（表2 )。

4 0 簡 残涜 中の軽鉱物 組成では、 火山ガラス は少 なく、15. 7 � 19.4％ であり、 下位のNo.4 試料が

やや 多い。 火山 ガ ラ ス の形態分類 では、軽石型ス ポ ン ジ 状ガラス (p2 ) が目立 ち 、バ ブル （泡 ）型

Y 字状ガ ラス (b2 )、軽石型繊維 状ガ ラ ス (pl)、急冷 破砕型フレー ク 状ガ ラス (cl) などが含まれ

ていた。 重鉱物は、斜方輝石 (Opx ) が多く、磁鉄鉱 (Mg )や単 斜輝石 (Cpx )を 含み、角 閃石 (Ho )

も僅 かに含まれていた（表3)。

火山ガ ラス の屈折率 測定では、主 に軽石型 火山ガ ラス を 測定した結 果、分析No.2 では範囲(range )

が 1. 5000- 1. 502 0（平均値：1. 50 11入 分析No.3 では範囲(range )が 1.4999- 1. 5018（平均値：1. 5009)、

分析No.4 では範 囲(range ) が 1.4995- 1. 5017 （平均値 ：1. 5008) で、 いずれの試料も狭 い範 囲を

示 した（図1)。 以上の特徴 から 、鉱物組成および火山ガラス の屈折率特性 から、榛名ニ ツ 岳渋川テ

フラ(Hr-FA )起源 の火山ガ ラス を 含んでいる。 なお、特定の層 に多いといった特徴 は見られなかった。
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分析No. 範囲(range)
平均

(mean) 個数
20  

No. 1 1 0  1 .5244 - 1 . 5300 I 1 .5283 30 

I゚ 5 1 0  1 5 1 5  1 .520 I 525 I 530 1 535 1 .540 

20 

No. 2 1 0  1 . 5000 - 1 .5020 1 . 50 1 1 3 0  

20 

No. 3 1 0  1 .4999 - 1 .50 1 8  1 . 5009 30 

゜
20 

No. 4 1 0  1 .4995 - 1 .5 0 1 7  1 . 5008 30  

1゚ .490 I 495 1 500 1 505 1 . 5 1 0  l 5 1 5  1 .520 

図 l 火山ガ ラ ス の屈折率測定結果

以 下に 、 町田 ・ 新 井( 2003) による各テフラ の特徴 について述べる。

浅間Bテフラ (As-B ) は、AD 1108年（天仁元年）に浅間火山から噴 出した降 下軽 石(pfa )、降

下ス コ リ ア (sfa )、 降 下 火山灰(afa ) からなり 、 分 布 は東に 150km以 上 に及ぶ （町田 ・ 新 井，

20 03)。 主 な鉱物は、単 斜輝 石(opx )と斜方輝 石(cpx )からなる。 軽 石ガ ラス の屈折率 は 1. 5 24- 1. 53 2、

斜方輝石 の屈折率 ( y )が 1. 708- 1. 710 である。

榛名ニッ岳渋川テ フ ラ (Hr-FA ) は、AD 491- 500（早川ほか， 2015) に榛名 火山から噴 出した降

下火山灰 (afa )、火砕 流堆 積物(pfl ) からなり 、分布は東（南）に 80km に及ぶ 。 主 な鉱物は、角 閃 石、

斜方輝石 、単 斜輝 石からなる。 火山ガ ラ ス の屈折率 が範囲(range ): 1. 500- 1. 50 2、 斜方輝 石の屈折

率が範囲 (range ): 1. 707- 1. 711 である（町田 ・ 新 井， 2003)。

4. おわ り に

19 2号 古 墳は5 世 紀末と考えられているが 、 周溝内最下層 から榛名ニ ッ 岳渋川テフラ (Hr-FA )起

源 の火山 ガラス が 検出された。 この火山ガ ラ ス は、一次的に堆 積したテフラ層 ではないが 、19 2号

古 墳が築造 された直後 に降 灰したことを示 す。
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，

 乏

図版l テフラ ・ 堆積物中の火山ガラス ・ 重鉱物

la. l </)飾残濱（分析No.I) 2a.4 </)飾残演の軽石（分析No.2) 3a.4 </)飾残濱（分析No.3)

4a.4 </)飾残演（分析No.4) 3b. バ ブル（泡）Y型字状ガラス 3c．バ ブル（泡）型平板状ガラス

lb．軽石型繊維状ガラス le．軽石型繊維状ガラス 2c． 破砕型フレー ク状ガラス

le．斜方輝石 ld．単斜輝石 2d． 角閃石
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第 6章まとめ

長沖古填群久保地区 E 地点からは、古墳時代として 62 • 192 • 205 • 206 • 207 • 208 号墳の合計

6 基の円墳、皿状遺構、弧状遺構の他、土塙墓の可能性のあるものなどが発見された。

0古墳群の古墳規模

この調査エリア周辺では、一番古い古墳と考えられているのが調査区の道を挟んで南側に所在する

54 号墳である。この古墳は残存状態から墳丘が直径 38m、高さ 5m位で、東南側は藪となって不

明であるが、西側の周溝は幅 18 m位と良好に残されている。この周溝の弧線を復元すると古墳周溝

外縁で直径 75 mを測る円墳と考えられ、この地区最大の古墳である。

調査区では、古墳周溝外縁の直径が 192 号墳で 50m と大きく、 62 • 205 号墳で 30~36m と続

き、 206 • 207 号墳の 14 m、そして 208 号墳の 10m と続く。 D地点の 66 号墳は 21 mである。

0周溝内の深穴について

192 号墳北東周溝、 205 号墳北西周溝、 206 号墳北周溝、 207 号墳北東周溝に通常の周溝とは明

らかに異なる不定形で深い個所が検出された。 D地点の 66 号墳の北西部に於いても不定形な楕円形

の深い穴が検出されている。一つの古墳に対して、周溝内の北側に深い穴が 1 個所存在するが、何の

ために存在しているかは不明である。不定形な深い穴は今報告で通称「周溝内深穴」とする。

周溝内深穴について、本庄市の他の古墳群を確認してみると 63 基を調査した西五十子古墳群につ

いて 20 号墳、 61 号墳の 2 甚に同様な深穴が検出されているが、他の古墳については認められない。

周溝内深穴が検出されているのは、長沖古墳群の特徴というものなのかもしれない。

0周溝の形状・掘削工区・掘り方

古墳の周溝は深さが一定ではなく、 62 • 205 • 206 号墳では南側の周溝の一部が現状では認めら

れず、馬蹄形状となっている。

また、周溝については、掘削状況が場所個々で異なっており、 62 • 192 • 205 • 207 号墳では一つ

の古墳周溝内に掘削工区を持っているようである。

さらに、 205 号墳北西、 206 号墳北東、 207 号墳西側、 62 号墳北東部周溝は浅く掘られている。

古墳の周溝は、 192 号墳を除き、 205 号墳、 206 号墳、 207 号墳は周溝を荒堀し、深く掘りすぎた

所を埋め戻し、貼り床としている。この貼り床は、ローム層が 2~4 cmのブロックで斑状になってお

り容易に確認することができる。ただし、 192 号墳も調査地以外の周溝で貼り床があるかもしれない。

D地点 66 号墳も北側部で掘り方が検出されている。

古墳周溝の底位置も様々、周溝幅も様々であり、墳形が円墳でも凸凹が存在している。古墳構築の
いびつ

順序で残された古墳と古墳の空間でいかに大きく古墳を構築できるかがこの歪な周溝形状が物語って
いる。

〇士塘募・石榔の可能性

長沖古墳群において、円墳・前方後円墳・帆立貝式古墳などの古墳を 208 号墳まで確認しているが、

古墳群内に墳丘を確認できない石榔（大人用）・小石榔（子供用・幼児用） •土堀墓など他の埋葬施設

の存在が確認されていない。今回調査の SK 25 が上壕墓の可能性があると問題提起させていただき

たい。今後、石榔なども発見される可能性は高い。

0古墳の密集疫
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今 回 の調査によれば 62 • 19 2 • 2 05 • 2 06 • 2 07 • 2 08 号墳 の6基は長沖古 墳群の中で古 墳密集 度

の極 めて高い個 所 である。 古 墳の 占 める割 合は2 ,500rrl の調査区内に 1,586団 であり、 古 墳でないエ

リ ア と比べて古 墳墓 域エリ ア の占 める割 合が約63％ と高いことがわ かる。

0浅間 B 軽石層 に つ い て

古 墳周溝覆上内の浅間B軽 石降 下堆 積層 について考 えてみ た い。 浅間B軽 石層 は天仁元年(1108)

に浅間山が噴 火の際 に降 下堆 積したも のと考 えられている。

古 墳周溝埋没過程 の期間が古 墳時 代後期から浅間B軽石 が降 下した時点で、500年の経過 が認め

られる。 周溝の底 から何cm上 に降 下火山灰がレ ン ズ 状に堆 積し ているかを考 えてみたい。 ただし、 確

認できるのは周溝内深穴部のみで ある。

62号墳は、 周溝底 から2 0cm上層 で厚 さ3 cmの降 下堆 積層 が 、レンズ 状に堆 積している。

192 号墳は、 周溝底 から30cm 上層 で厚 さ5cmの降 下堆 積層が 、レ ン ズ 状に堆 積している。

2 05号墳は、 周溝底 から45 � 55cm上層 で厚 さ8cmの降下堆 積層 が、レ ン ズ 状堆 積としている。

2 06号墳は、 周溝底 から90cm 上層 で厚 さ3cmの降 下堆 積層が 、 ほぼフラ ッ ト に堆 積している。

2 07号 墳は、軽 石の純堆 積層 は肉 眼 で検出されなかったが、 覆 土の中のどの位置に浅間B軽 石が

降下堆 積しているか検討 してみたい。 周溝底 から45cm上層 に肉眼 では確認できない撹拌 された状態

の軽 石が分布している層 を確認した。 （藤根 久氏のご教示 ）

0周溝内の火山灰降下位置での古墳形成順

この周溝底 から火山灰降 下までの堆 積を見た場合、一番深 いのが2 06号墳の 90cm、 続いて2 05

号墳の 55cm、2 07号墳の45cm、 192 号墳の30cm、次に6 2号墳の2 0cmである。

周溝の自然堆 積で古墳の形成順序 を考 えれば 、 火山灰が周 溝 の上 部で発見されれば 周溝に堆 積した

時 間が多くかかったということで古 い古 墳ということになり、 周溝底 に近いものが新 しいといえる。

この結 果から2 06号墳が一番 古 く、2 05号墳→ 2 07号 墳が 続き、192号墳→ 62号墳と新 しくな

るという古 墳形成順序 となる。 た だし、 古 墳の選 地 ・古 墳墳丘構築 状況 ・古 環 境などの影響 で、 これ

がそのまま年代の差 として捉え る のは問題 かもしれない。

192号墳における浅間B軽 石(1108年）の降 下堆 積層 が純層 で発見されたが、 この層 を挟 んで上

下に埴輪の破片が確認された。 これは、 浅間B軽 石の降 下堆積 があった後も 古 墳墳丘の崩壊 が続 いて

いたことがわ かる。 古 墳周溝埋没 は、短 期間ではなく先の火山 灰の堆 積から、 1,000年以 上 というよ

うな比較 的長い時 間の事例 が明 らかとなった。

また、公卿 塚古 墳（本庄市北堀 ）の周溝調査で2 枚 の火山灰の降 下堆 積層 を確認している。 周溝底

から 8cm上 で榛名 山噴 火( 5世紀末 ： 491 � 500年）（早 川ほ か2 015) の火山灰Hr - S （旧F A)

が6cm降 下堆 積し、10cmの黒色土堆 積があった上 に浅間B軽石層(1108年）が4cm降 下堆精 している。

約600年の間で 10cmしか堆稽 し ていない事例 も 毅 告がある。 火山灰の降 下堆 積は、 条件 が同 じであ

るが古 墳周溝の覆 土は様々な環境 条件 であり、今 後この地 域で問題意識 を持 って検討 する必要がある。

0榛名 山の火山灰の確認

榛名 山の火山灰層 (Hr - S ) は、 最新 の研究 「ウイ グル マ ッ チ ン グ法」により、 実年代 5 世 紀末

(491- 500年）が発表 されている。 （早川ほか2 015)

この火山灰は、本庄市の西 五十子古 墳固 溝において降 下堆 積層 の純層 が確認されているが、今 のと

ころ 降 下範 囲の最南西 端に位圏 している。
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長沖古墳群の 192号墳周溝内覆土最下層 の科学分析 により、榛名 山火山灰の成分が検出され、 火

山灰が長 沖古 墳群にも降下していたことが確認され、 降下範囲の拡大が確認された。 （第 5章参 照）

192 号墳は 5 世 紀末以前の築造年代が判 明 したことになる。 2 05 · 2 06 · 2 07 号墳は周 溝覆土の堆

積が多 く 192号墳同 様 5 世 紀末の古 墳である可能性 があり、 長沖古 墳群の中で 5 世 紀末 の中期古墳

群の在り 方を検証 したのかもしれない。

今 後、古 墳周溝覆土の火山灰を科学分析 することで5世 紀末以前の古 墳を特定できる可能性 がある。

0昭和 24 年に撮影さ れた米軍の航空写真か ら 長沖古墳群を考 え る （図版2 • 3) 

この写 真から古 墳の墳丘を残している状況を地図に落 とした場合 と現在確認されている古 墳全体 図

との違い を検討 してみたい。

国土地 理院 U S A-R 511 -No. 2 写真番号 44 12 00dpi 

① 古墳 分布範囲の外側にも古 墳の分布がある。

②現在竹藪 で古 墳の観 測が出来 ない個 所 について、撮影時に藪 となっていない個 所 は古 墳を観察 す

るこ とができる。

③現在 までに多くの古 墳が消失 していることが確認できる。

④現行 の古 墳墳丘残存地点と照らし合 わせ 、違 いを検討 することができる。

⑤ 古墳 全体図と航空写真の古 墳位置とを重ね合 わせ てみると古 墳が漏 れている。

この 記載漏 れを追 加 、 および都市計画道路環 状l号 線の 17 · 18 · 19号墳が調査時の位置が不

確定 であり、 C· E 地点調査地点の 191 ・ 192号墳と重 なっており、現状個 所 には存在できない。

0 ソ イ ルマー ク （図版1 - 2 )  

航空写 真で気 象条件 によっては、 ソイルマー ク で古墳の発見ができることがある。

雪が積 もり、 解け始 めた時の一 時期に 192号墳の東隣、皿 状遺構の南側に隣接して小規模な根切

り溝が直径 5. 5mのド ー ナ ツ 状に 存在しているが、 この溝の中心に石が 存在していたものと考えら れ

る。 航空 写真で観察 するとこのド ー ナ ツ 状溝はその外 側にソイルマー ク で直径 10mの黒い円 形が 存

在してお り、 古 墳(208号墳）であることが判 明 した。

また、 図版1 - 2 で見られる調査区外でも® のソイルマー ク を認識 出来 る。

今 後も このような事例 が増える可能性 がある。

0製鉄関連遺物

調査エリ ア 内の62 · 192 · 2 05 · 2 07号墳で製鉄 関連遺物が表面採集 されている 。 さらに、 調査

区外の6 1号墳、59号墳でも同様な資料が表面採集 されていることから、 時期は特定できないもの

の製鉄 関 連遺物が東西 80mX 南北 110mの広い範 囲で確認できた。 ただし、 表面採集 を実施で き

たエリ ア は限 られていることから、 さらに広い範囲で製鉄 関連事業を行っていたことが考えられる。

調査地 で石英 の破片が3点程 出土しているが、一 部の 表面に鉄 が付いているものがあ り（第41 図
- 11)、 石英 の大石を金床 石 ・ 荒割 大石としていたこともわかった。

本地点 では鉄滓 の出士は無 いが、 「鉄滓 の分布は、 大字児玉の南東の一 部や 大字長沖 の北側の一 部

に及ぶ も のであり、先に見た 「桶川」と呼ば れる小河川によって開析された谷戸 を中心 とした区域に

比較 的濃密 に分布していると見倣 すことができよう。 」 の他 、 「鋳物師集 団が金屋に移住 してきた記録

があり、鋳物師 と関連がある可能性 がある。 」とも報告している。 （鈴木2 005)

今 回の製鉄炉壁片のように採集 した資料を製鉄炉壁 ・ 鉄滓 ・ 流出滓 ・ 鉄塊 、 小鍛冶 に伴う鍛冶椀型
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滓・鍛造剥片・粒状鉄滓．塊状鉄滓など資料の内容の細分化で、製鉄精錬・小鍛冶・鋳物など製鉄の

性格を小エリアで検証し、認識することができる。

〇巾世

本地点で、鍋．鉢の破片が出土しているが、 59 号墳からも鍋．鉢の出土があり、近くに中世の館

跡などの遺構の存在も考えられる。

〇縄文時代

土坑 l 晶と縄文土器、打製石斧の出土があったが中期加曾利 E 式土器は、調査区の 80m北側の

59 号墳から 58 号墳にかけて多量の土器表面採集があり、中期集落はこの地域を中心として存在す

ることが考えられる。

※ 近隣で遺物の表面採集を行ったところ馬形埴輪を確認できたので報告する。（第 42 図 1 • 2) 

2 点とも馬形埴輪の破片である。この破片については、長沖古墳群内の遺物ではあるが、古墳の通

し番号で古墳位置が確定している地番以外ののところからの表面採集品である。

1 は轡の鏡板部端部であり、馬の口部分に鏡板を張り付けたもので、口前部からは円筒形に仕上げ

られ鏡板の厚さは 4mm と薄く、鏡板の縁革厚さも 4mm と薄く仕上げられている。鏡板の形は楕円形・

f字形である。鏡板の縁に帯状の縁取りを施し、帯には鋲、鏡板面には鋲止めが認められる。また、

縁取りの帯よりも幅広な弧に対して直交する帯に先の鋲より大きな鋲が連続して施されている。

焼成は良好。色調は橙色である。表面採集位置は本庄市児玉町児玉南 l 丁目 14 - 1 。

2 は飾り馬の鈴が完形で剥落したものである。 3 つに壊れていているが、直径は 5cm、高さ 5cm、

先端には直線で長さ 4cm、深さ 1cm、幅 1mmの切れ目が入れられている。なお、鈴の作り方を断面で

観察すれば、鈴に指を 2.5cmほど差し込んで中空状況にしたものを張り付けている。

焼成は良好。色調は橙色である。表面採集位置は本庄市児玉町児玉南 1 丁目 8 - 15 。

（大塚昌彦）
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第 42 図 近隣表面採集遺物実測図

-48-



参考文献

賛谷沿之1980［長沖古墳群』児玉町文化財調査報告書第1集児玉町教育委員会

恋河内昭彦1984「艮沖古墳群 の第7次調査」 ＇第17回追趾発掘調査報告会発表要旨l埼干考占学会埼田県遺

跡調査公埼玉県教育委員会

大谷 徹1999『長沖古墳群』埼王県埋蔵文化財調査事業団報告書第234集埼玉県埋蔵文化財調査事業団

大熊季広ほか2002『長沖古墳群lil」児＿隅町文化財調査報告書第36集児上町教育委員会

大熊季広ほか2003『長沖古墳群NI児玉町文化財調査報告書第37集児玉町教育委員会

大熊季広ほか2004『長沖古墳群VI児玉町文化財調査報告書第38集児玉町教育委員会

恋河内昭彦ほか2006『長沖古墳群VI』本庄市坪蔵文化財調査報告書第2集本庄市教育委員会

鈴木徳雄ほか2007『長沖古墳群VII』本庄市追跡調査会褐白書第14集 本庄市遺跡調香会

恋祠内昭彦2008『長沖古墳群VJ[』本庄市追跡凋査会 恨告書第21集本庄市教育委員会

恋河内昭彦2011「長沖古墳群1X』 本庄市埋誡文化財調査報告書第24集本庄市教育委具会

鈴木徳雄ほか2011『長沖古墳群X』本庄市追跡閲査会報告古第41集 本庄市遺跡副育会

恋河内昭彦2012『長沖古墳群XI』本庄市埋蔵文化財調森報告書第27集本庄市教育委員会

的 野善行2014『長沖古墳群XII女池遺跡w西富田遺跡II』本庄市埋蔵文化財調査報告書第36集本庄市教育委

員会

太田博之2012『長沖古墳群XRN』本庄市埋蔵文化財発掘調査報告書第39集本r［市教育委員会

大塚昌彦2014『長沖古培群XN』本庄市埋蔵文化財調査報告書第42集 本庁巾教育委員会

恋河円昭診2016『艮沖古墳群X V』本庄市坪蔵文化財調査恨吉書第43集 本庄市教育委員会

阿部正功・大野延人郎・鳥居龍蔵 1895「秋父地方に於ける人類學的旅行」『東京人類心會雑誌J第10巻第

110桃東玖入類攣會

坂本 和俊ほか1990『秋山古墳群—庚申塚古墳・諏訪山凸墳の調査ー』児玉町教育委員会・児玉町史編 さん委員

公児上町史資料調査報告古代 第2集

本庄高等学校考古学 部1975「児玉郡及び周辺地域における前方後円墳の 研究」『いぶき』 8 • 9合併号

県立さきたま資料館1994『埼咽県古墳分布調査報告書』埼玉県教育委員会

利根川章彦1994「六東国の群集墳」『古代を考える東国と大和王権』吉川弘文館

増田逸朗1995 「北武蔵における初期横穴式石室導入期の様相」「調宜冊究報岩」 第8号 県立さきたま資料館

増田逸朗1996 「模様租石室小考 」「調査研究報告』第9号 県立さきたま資料館

杉崎茂樹1989 「北武蔵の大規模群集墳の消長に関する一考寮」『古代』87号 早稲田人学考占学会

塩野 博1999「椅五の古墳一 その発掘と佃究の歴史（その 3)-」『埼玉考古』第34号

塩野 博2004『埼哀の古墳 児玉』さきたま出版会

鈴木徳雄2005［高柳原遺跡』「第V章 児玉丘陵における地域社会の形成 一金屋地区における上地利用形態

の遷移 ー 」 児玉町文化財調査報告書第39集 児上町教肯委員会

太田博之2007『西五十了古墳群』本庄市埋蔵文化財発掘調査報告書第5集本門市教育委員会

大塚昌彦2016『下郷占墳群71号収』東吾妻町教育委員会 東吾妻町埋蔵文化財発掘調査報告書第24集

坂ロ 一 1993「火山噴火の年代 と季節の推定法 」新井房夫編 『火山灰考古学』古今書院，151-172.

早川由紀夫・中村賢太郎他2008「ウイグルマッチング法による榛名渋川噴火の年代決定（再検討）」『日本第四

紀学会講演要旨集Ji 38 日本第四紀学会

早川由紀夫・中村賢太郎・藤根 久・伊藤 茂・廣田正史・小林紘一 ，2015「榛名山で古墳時代に起こった渋川

爪火0)坪学的年代決定」『群馬大学教育学部紀波 自然科学編』群馬大学 63.35-39.

- 49 -



写 真 図 版



写真図版 目 次
図版 1 - 1 長沖古墳群久保地区 E 地点遺跡全景

（榛名 山 ・ 赤城山 ・ 児玉町）

2 久保地区 E 地点全景 （調査区合成写真）

図版 2 昭和 24 年米軍撮影航空写真

図版 3 昭和 24 年米軍撮影航空写真拡大

図版 4 - 1 62 • 1 92 • 207 号墳調査区西側全景

2 62 号墳現状墳丘 （東か ら ）

3 62 号墳北 ト レ ンチ （北西 コ ーナー）

4 62 号墳北 ト レ ンチ

5 62 号墳南東周溝土層断面 （浅間 B 軽石）

6 62 号墳南東周溝

7 62 号墳東周溝

8 62 号墳南東周溝土層 断面 （浅間 B 軽石）

図版 5 - 1 1 92 号墳出土遺物 （北東周溝）

2 1 92 号墳遺物出土状況

3 1 92 号墳浅間 B 軽石層 の上下に埴輪出土

4 1 92 号墳周溝内遺物出土状況

5 1 92 号墳東周溝

6 1 92 号墳周溝内浅間 B 軽石層

7 1 92 号墳周溝内火山灰サ ン プ リ ン グ

8 1 92 号墳周溝内火山灰土壌サ ン プ リ ン グ

図版 6 - 1 205 · 206 号墳調査区東側全景 （北か ら ）

2 205 · 206 号墳全景

3 205 号墳周溝確認

4 205 号墳全景

5 205 号墳完掘全景

6 205 号墳周溝貼 り 壁

7 205 号墳周溝貼 り 床

8 205 号墳周溝北溝

図版 7 - 1 205 号墳周溝掘 り 方東溝

2 205 号墳掘 り 方全景 （西か ら ）

3 205 号墳掘 り 方全景 （南か ら ）

4 205 号墳周溝内浅間 B 軽石層

5 205 号墳周溝内浅間 B 軽石層 （ レ ン ズ状堆積）

6 205 号墳周溝内浅間 B 軽石層 （拡大）

7 周溝内遺物出土状況

8 周溝内深穴完掘 （北西か ら ）

図版 8 - 1 206 号墳全景

2 205 • 206 号墳

3 206 号墳全景 （北東か ら ）

4 206 号墳全景 （南か ら ）

5 206 号墳東周溝

6 206 号墳 （北西か ら ）

7 206 号墳 （北東か ら ）

8 206 号墳周溝土層断面 （浅間 B 軽石層）

図版 9 - 1 西側遺構確認

2 1 92 • 207 号墳全景

3 207 号墳完掘全景 （南か ら ）

4 207 号墳周溝貼 り 床

5 207 号墳周溝断面

6 207 号墳西周溝出土土器

7 207 号墳東周溝掘 り 方

8 207 号墳周溝掘 り 方完掘 （北東か ら ）

図版 1 0 - 1 208 号墳

2 弧状遺構確認

3 S K  25 

4 S K  25 土層断面

5 発掘調査風景

6 皿状遺構全景

7 皿状追構十層 断面

8 皿状遺構植物根跡

図版 1 1 - 1 S K  24 縄文

2 旧石器確認調査

3 ロ ー ム土層堆積状況

4 土坑群 （南か ら ）

5 土坑群土層堆積層

6 上坑群 （南東か ら ）

7 土坑群 （北か ら ）

図版 1 2 S K 1 / S K 1 土層断血 ／ S K 2 · 3 /

S K 2 土層断面 ／ S K 4 / S K 4 土層断面 ／

S K 5 · 6 / S K 5 土 層 断面 ／ S K 6 土層断面 ／

S K  7 · 8 · 9 / S K  1 0  / S K  1 1  · 1 2 土層 断面 ／

S K  1 3 / S K  1 4 / S K  1 5 / S K  1 6 / S K  1 7 / 

S K  1 8  / S K 1 9 土層断面 ／ S K 20 土層断面 ／

S K 23 / S K 26 / S K 27 I S K 28 - 1 / 

S K 28 - 2 / S K 29 / S K 29 ／ 風倒木痕

図版 1 3 62 号墳 ・ 1 92 号墳出上遺物

図版 1 4 1 92 号墳 ・ 205 号墳出土遺物

図版 1 5 206 号墳 ・ 207 号墳 ． S K 23 · 

遺構外 出土遺物 （製鉄炉壁他）

図版 1 6 S K  24 · 遺構外出土遺物 （縄文他） ．

近隣表面採集遺物



図版 l

一 字竺?a•• 饂�--—.、．で ぷ

長沖古墳群 久保地区E 地点遺跡全景 （榛名 山 ・赤城 山 ・児宝町）

2. 久保 地区E 地点全景 （ 調査区合 成写真） 古墳位鷹及 び畑 に黒い円形力 所® （ ソイルマー ク か）







図版 4

1. 62 · 192 • 2 07号 墳調査区西側全景

3. 
ーm , ． ..:..王L—―

62号 墳北ト レンチ （北西コ ー ナー ）

5. 62号 墳南東周溝土層断 面（浅間 B軽 石）

7. 62号 墳東周溝 8. 

2. 
臨乙辛ーで

62号 墳現状墳丘（東から）

4. 62号 墳北ト レンチ

6. 62号 墳南東周溝

62号 墳南東周溝土層 断 面（浅間 B軽 石）
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1 .  1 92 号墳出土遺物（北東周溝）

3. 1 92 号墳浅開 B軽石層 の上下に埴輪 出土

5. 1 92 号墳東周溝

7. 1 92 号墳周 溝内 火山灰サ ン プリ ン グ

図版 5

2. 1 92 号墳遺物出土 状況

4. 1 92 号墳周溝内 遺物出土状況

6. 1 92 号墳周溝内 浅間 B軽石層

`t·← 

8. 1 92 号墳周溝内 火山灰 士壌サ ン プリ ン グ



図版 6

員を：さミ｀

1. 2 05 · 2 06号墳調査区東側全景 （ 北から）

9 . , 

3. 2 05号墳周 溝確認 4. 2 05号墳全景

5. 2 05号 墳完掘 全景 6. 2 05号墳周 溝貼 り壁

7. 2 05号墳周 溝貼 り床 8. 2 05号 墳周 溝北溝



図版 7

1 . 2 05 号墳周溝掘り方東 溝

3 .  2 05 号墳掘り方全景 （南 から）

5. 2 05 号墳固 溝内 浅間B 軽石層 （レンズ 状堆積）

2. 205 号墳掘り方全景 （西 から）
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4. 2 05 号墳周 溝内 浅間B 軽石層

2 05 号墳周溝内 浅間B 軽石層 （拡大）

7 . 周溝内遺物出土 状況 8. 周 溝内深穴完 掘（北西 から）



図版 8

l. 2 06 号墳全景 2. 2 05 · 2 06 号墳

3. 2 06 号墳全景 （北東 から） 4. 2 06 号墳全景 （南から）

5. 2 06 号墳東 周溝 2 06 号墳 （北西から）

7. 2 06 号墳（北東 から） 8. 2 06 号墳周溝土層 断 面（浅間 B軽石層 ）



図版 9

1 . 西 側遺構確認 2 . 192 · 2 07 号墳全景

3 . 2 07 号墳完掘 全景 （南から） 4 .  2 07 号墳周 溝貼 り床

5. 2 07 号墳周溝断面 6 . 2 07 号墳西 周溝出 士土器

7 . 2 07 号墳東 周溝掘 り方 8 . 2 07 号墳周溝掘 り方完掘 （北東 から）



図版 1 0
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1 . 2 08号 墳

3 . S K  25 

5 . 発掘 調査風景

7 . 皿 状遺構土層 断 面

べ心 ビ9 ー ， クb-,辺ヽ ‘ r  … ---� ＿ ー ， ． 4 ,， 、→- - ｀ �- --- .- ・＇

贄祓磁
2 . 弧 状遺構確認

4. S K  2 5 士層 断 面

6 , 皿 状遺構全景

8. 皿 状遺構植物根跡



1. S K  24縄 文

2. 旧石器 確認調査

4. 土 坑 群（南から）

6. 土坑 群（南東 から）

3. ロ ー ム土層堆 積状況

5. 土 坑 群土層堆 積層

-こ ぷ江i —-
7. 士 坑 群（北から）

図版 1 1 
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62 号墳

図版 1 3
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図版 1 4
1 92 号墳
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1 92 号墳 ・ 205 号墳出士遺物



図版 1 5
206 号墳
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207 号墳
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遺構外 （製鉄炉壁）
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S K  2 3 

遺構外 （製鉄炉壁破片集合）
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8 遺構外 （金床石）

1 1  

206 号墳 ・ 207 号墳 ． S K 23 ・ 遺 構外出土遺物 （製鉄炉壁他）



図版 1 6
S K  24  遺構外 （縄文土器）
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遺構外 （縄文石器）
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S K  24 ・ 遺 構外出士遺物 （縄文他） ・ 近隣表 面 採集遺物
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